
部　門 講師(審査員) 日　　時
日本画 荒木 陽一 11月 8日 ( 土 )10 時～
工芸彫塑 西邨 滋 　　〃　　　11時～
洋　画 笹岡 義彦 　　〃　　　13時～　　
写　真 津野 廣幸

反田 浩昭
11月 9日 ( 日 )13 時～

書　道 濵田 尚川 　　〃　14時 30分～
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土居小学校6年
畑山 こゆきさん

私の夢『体操選手になりたい』

②2014.10.21　ｉ

『ハッピーハロウィン！』
10月18日、市内の子どもたち約60人が、ハロウィン（31
日）にちなんで土居廓中地区を仮装パレードしました。
英会話教室を開く大野サラさんが7年前から開催。子ど
もたちは思い思いの衣装を身にまとい、軒先で「トリック 
オア トリート（お菓子をくれなきゃ、いたずらするぞ）」と
声をかけて住民からお菓子をもらい大喜び。ALTの先生
らと英語で交流するパーティーも開かれ、楽しい時間を
過ごしました。

緊急地震速報の訓練放送を行います
　11月5日の「津波防災の日」に合わせて、防災行政無線
を使った緊急地震速報の訓練放送を行います。緊急地震
速報のチャイム音などが流れるのでご確認いただき、各家
庭や職場などでの訓練にもご活用ください。
＊テレビやラジオなどでは緊急地震速報は放送されません。
＊気象状況などにより訓練放送を中止する場合があります
▼と　　き　11月5日（水）10時頃～　
▼放送内容
　「こちらは安芸市です。ただ今から訓練放送を行います。
（緊急地震速報チャイム音）
　緊急地震速報。大地震（おおじしん）です。大地震です。
これは訓練放送です。
　緊急地震速報。大地震です。大地震です。これは訓練放
送です。
　緊急地震速報。大地震です。大地震です。これは訓練放
送です。
　こちらは安芸市です。これで訓練放送を終わります。」
■問　危機管理課☎37・9101
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 25年度の主要事業（決算状況）

歳　入
　個人市民税は、景気が回復基調にあることから2.4
％の増、同様に法人市民税は9.6％の増、固定資産税
は、土地評価額の下落により2.5％の減となっており、
市税全体では、前年度より1億7，472万円（1.0％）増
加しています。地方交付税は、2，254万円（0.5％）の
増加。国庫支出金は、穴内海岸の災害復旧事業や消
防防災センター建設事業の完了などによる社会資本
整備総合交付金が減少したことにより2億8,142万
円（10.7％）減。県支出金も、競争力強化生産総合対
策事業の完了などにより2億8,754万円（25.4％）と
大幅減となっています。歳入合計は、前年度より5億
629万円（3.8％）の減少となりました。

　市税は安芸市で暮らしていくための
会費のようなものであり、市民の皆さ
まに公正に納めていただくものです。
　本市では、税負担の公平性の確保に
向け、預貯金や給与の差し押さえなど
法的処分を強化して市税などの滞納
額の解消に積極的に取り組んでいま
す。
　今後も引き続きこれらの取り組みを
継続することで、市税の滞納をなくす
よう努めていきます。

　本市は、平成15年度から緊急財政
健全化計画（アクションプラン）に基づ
く行財政改革を推進してきました。
　平成25年度決算において、「地方公
共団体の財政の健全化に関する法律
」に基づく健全化判断比率等4指標に
ついては、全ての比率が警戒ラインと
なる早期健全化基準を下回っています。
　今後も、財政健全化路線を堅持しつ
つ、喫緊の課題である火葬場建設、南
海トラフ巨大地震に備えた防災対策関
連事業を強化しながらも、財源確保と
コスト意識向上に継続して取り組み、
安定した財政運営を図っていきます。

歳　出
　人件費は、退職者の減少などにより8,930万円
（4.2％）減少。障害者自立支援や生活保護費などの
社会保障経費である扶助費は3,592万円（2.0％）増
加。公債費は、将来負担の軽減から繰上償還を2億
6,899万円実施、通常償還元金は7.0％減少しており、
全体で5,426万円（2.5％）減少。これら義務的経費は、
1億764万円（1.8％）の減少となりました。普通建設
事業費は、防災行政無線整備、津波避難タワー建設
などの南海地震対策事業の他、港町公園整備などを
実施していく一方で、消防防災センター建設事業が完
了するなど1億4,799万円（6.4％）減少。災害復旧事
業も、穴内海岸災害復旧事業の完了により8億7,418
万円（83.8％）減少しており、これら投資的経費は、10
億2,218万円（30.4％）の大幅減となりました。その
他経費は、地域経済活性化・雇用創出臨時交付金の
翌年度対応などによる基金積立が5億3,887万円
（87.8％）の大幅増、物件費は小中学校の情報教育
整備などにより227万円増加しています。歳出合計は、
前年度より5億8,869万円（4.5％）の減少となりまし
た。

［健康でしあわせが実感できる支え合いのまちづくり］
　子育て支援事業（こども医療費助成、乳幼児一時預かりなど）（1億180万円）
　児童手当交付金支給（2億3,770万円）、健康増進事業（1,198万円）、
　養護老人ホーム入所措置事業（9,947万円）、①ねんりんピック交流大会開催事業（229万円）　など
［自らを守り、地域で助け合えるまちづくり］
　②津波避難タワー・防災行政無線整備事業（4億3,123万円）
　津波避難路整備事業（1億5,964万円）、防災等対策事業（4,030万円）
　住宅耐震診断・改修等補助（1,801万円）、市民会館・図書館耐震診断（584万円）
　東川小中学校校舎・屋内運動場耐震工事（4,149万円）
　土居分団消防ポンプ車購入（2,061万円）、宝永町浸水対策事業（2,833万円）　など
［個性を生かした活気のあるまちづくり］
　レンタルハウス整備補助（4,449万円）、環境保全型農業推進事業（902万円）
　新規就農・就漁支援事業（2,399万円）、木質バイオマスボイラー整備事業（5,094万円）
　農業基盤整備促進事業（2,038万円）、園芸用ハウス活用促進事業（846万円）
　穴内漁港海岸保全整備（3億6,183万円）　など
［自然と調和した快適なまちづくり］
　市道八ノ谷線改良や道路維持修繕・新設改良・舗装など（2億6,680万円）
　地籍調査事業（6,757万円）、広域ゴミ処理施設負担金（3億3,138万円）　
　合併浄化槽設置補助（1,331万円）、家庭用太陽光パネル設置補助（302万円）
　③高知県・安芸市地域還流メガソーラー発電事業出資金（4,667万円）　など
［生涯を通じて心豊かに安心して学べるまちづくり］
　特別支援教育支援員配置（1,357万円）④学童保育・放課後子ども教室（1,398万円）
　黒鳥公民館水洗化工事、その他集会所・公民館改修（2,636万円）
　重要伝統的建造物群保存地区保存事業（618万円）　など
［市民・地域とともに創る自治体経営］
　地方債繰上償還（2億6,899万円）、減債基金・施設整備基金他積立（9億9,063万円）　など
［雇用対策事業］
　緊急雇用対策事業（5,133万円）　55人雇用、うち新規雇用33人

■ ２5年度 市税の収納状況■ ２5年度 市税の収納状況

財政健全化路線を堅持財政健全化路線を堅持 説明

税　　目

市民税（個人）　現年分
　　　〃　　　　滞繰分
市民税（法人）　現年分
　　　〃　　　　滞繰分
固定資産税　　　現年分
　　　〃　　　　滞繰分
軽自動車税　　　現年分
　　　〃　　　　滞繰分
市町村たばこ税
国民健康保険税　現年分
　　　〃　　　　現年分

587,872
23,395
104,123

578
819,234
48,245
57,105
5,168

171,316
669,422
148,384

582,642
6,022

104,065
326

807,107
10,421
55,939
937

171,316
638,217
33,178

99.11
25.74
99.94
56.40
98.52
21.60
97.96
18.13
100.00
95.34
22.36

調定額（千円）収入額（千円）収納率（％）

当市の
比率 県内平均 早期健全

化基準

実質赤字
比率 -%

-%

14.7%

94.9

-%

-%

13.5%

64.4%

14.16%

19.16%

25.0%

350.0%

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

普通会計の赤字の大きさを財政規
模に対する割合で示したもの

全ての会計を対象にした実質赤字
（または資金不足額）を財政規模に
対する割合で示したもの

全ての会計及び事務組合の実質
的な借金の返済にどれだけ充てた
かを財政規模に対する割合で示し
たもの

普通会計が将来負担すべき実質的
な負担割合の大きさを財政規模に
対する割合で示したもの

＊実質赤字比率と連結実質赤字比率は、赤字額がないため「－」（該当なし）と表示。
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歳出額
125.7億円

歳入額
128.4億円

歳入歳出決算額（普通会計）
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（億円） （％）
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131億円

市債残高
実質公債費比率

ピーク時の平成14年度より109億円減少

18.0

普通会計市債（借金）残高と実質公債費比率の推移

その他
10.3億円
（8.0%）

その他
10.3億円
（8.0%）

市民の皆さんが
収めた税金

国や県から
入ってくるお金

市長や職員、
議員などの
給料・退職金

生活保護費
や児童福祉
費など

公共事業な
どでの借入
金の返済額

道路の新設
改良や災害
の復旧費など

使用料・手数料や
財産収入など

市税
17.4億円
（13.6%）

市税
17.4億円
（13.6%）

公共事業の
ために国など
から借りた
お金

物件費や国保
会計などへの
繰出金

市債
15.5億円
（12.1%）

市債
15.5億円
（12.1%）

地方交付税・
国県補助金等
85.2億円
（66.3%）

地方交付税・
国県補助金等
85.2億円
（66.3%）

その他
42.8億円 
（34.1%）

その他
42.8億円 
（34.1%）

人件費
20.4 億円
（16.2%）

人件費
20.4 億円
（16.2%）

扶助費
18.1 億円 
（14.4%）

扶助費
18.1 億円 
（14.4%）

公債費
21.0 億円
（16.7%）

公債費
21.0 億円
（16.7%）

投資的経費
23.4 億円
（18.6%）

投資的経費
23.4 億円
（18.6%）
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歳　入
　個人市民税は、景気が回復基調にあることから2.4
％の増、同様に法人市民税は9.6％の増、固定資産税
は、土地評価額の下落により2.5％の減となっており、
市税全体では、前年度より1億7，472万円（1.0％）増
加しています。地方交付税は、2，254万円（0.5％）の
増加。国庫支出金は、穴内海岸の災害復旧事業や消
防防災センター建設事業の完了などによる社会資本
整備総合交付金が減少したことにより2億8,142万
円（10.7％）減。県支出金も、競争力強化生産総合対
策事業の完了などにより2億8,754万円（25.4％）と
大幅減となっています。歳入合計は、前年度より5億
629万円（3.8％）の減少となりました。

　市税は安芸市で暮らしていくための
会費のようなものであり、市民の皆さ
まに公正に納めていただくものです。
　本市では、税負担の公平性の確保に
向け、預貯金や給与の差し押さえなど
法的処分を強化して市税などの滞納
額の解消に積極的に取り組んでいま
す。
　今後も引き続きこれらの取り組みを
継続することで、市税の滞納をなくす
よう努めていきます。

　本市は、平成15年度から緊急財政
健全化計画（アクションプラン）に基づ
く行財政改革を推進してきました。
　平成25年度決算において、「地方公
共団体の財政の健全化に関する法律
」に基づく健全化判断比率等4指標に
ついては、全ての比率が警戒ラインと
なる早期健全化基準を下回っています。
　今後も、財政健全化路線を堅持しつ
つ、喫緊の課題である火葬場建設、南
海トラフ巨大地震に備えた防災対策関
連事業を強化しながらも、財源確保と
コスト意識向上に継続して取り組み、
安定した財政運営を図っていきます。

歳　出
　人件費は、退職者の減少などにより8,930万円
（4.2％）減少。障害者自立支援や生活保護費などの
社会保障経費である扶助費は3,592万円（2.0％）増
加。公債費は、将来負担の軽減から繰上償還を2億
6,899万円実施、通常償還元金は7.0％減少しており、
全体で5,426万円（2.5％）減少。これら義務的経費は、
1億764万円（1.8％）の減少となりました。普通建設
事業費は、防災行政無線整備、津波避難タワー建設
などの南海地震対策事業の他、港町公園整備などを
実施していく一方で、消防防災センター建設事業が完
了するなど1億4,799万円（6.4％）減少。災害復旧事
業も、穴内海岸災害復旧事業の完了により8億7,418
万円（83.8％）減少しており、これら投資的経費は、10
億2,218万円（30.4％）の大幅減となりました。その
他経費は、地域経済活性化・雇用創出臨時交付金の
翌年度対応などによる基金積立が5億3,887万円
（87.8％）の大幅増、物件費は小中学校の情報教育
整備などにより227万円増加しています。歳出合計は、
前年度より5億8,869万円（4.5％）の減少となりまし
た。

［健康でしあわせが実感できる支え合いのまちづくり］
　子育て支援事業（こども医療費助成、乳幼児一時預かりなど）（1億180万円）
　児童手当交付金支給（2億3,770万円）、健康増進事業（1,198万円）、
　養護老人ホーム入所措置事業（9,947万円）、①ねんりんピック交流大会開催事業（229万円）　など
［自らを守り、地域で助け合えるまちづくり］
　②津波避難タワー・防災行政無線整備事業（4億3,123万円）
　津波避難路整備事業（1億5,964万円）、防災等対策事業（4,030万円）
　住宅耐震診断・改修等補助（1,801万円）、市民会館・図書館耐震診断（584万円）
　東川小中学校校舎・屋内運動場耐震工事（4,149万円）
　土居分団消防ポンプ車購入（2,061万円）、宝永町浸水対策事業（2,833万円）　など
［個性を生かした活気のあるまちづくり］
　レンタルハウス整備補助（4,449万円）、環境保全型農業推進事業（902万円）
　新規就農・就漁支援事業（2,399万円）、木質バイオマスボイラー整備事業（5,094万円）
　農業基盤整備促進事業（2,038万円）、園芸用ハウス活用促進事業（846万円）
　穴内漁港海岸保全整備（3億6,183万円）　など
［自然と調和した快適なまちづくり］
　市道八ノ谷線改良や道路維持修繕・新設改良・舗装など（2億6,680万円）
　地籍調査事業（6,757万円）、広域ゴミ処理施設負担金（3億3,138万円）　
　合併浄化槽設置補助（1,331万円）、家庭用太陽光パネル設置補助（302万円）
　③高知県・安芸市地域還流メガソーラー発電事業出資金（4,667万円）　など
［生涯を通じて心豊かに安心して学べるまちづくり］
　特別支援教育支援員配置（1,357万円）④学童保育・放課後子ども教室（1,398万円）
　黒鳥公民館水洗化工事、その他集会所・公民館改修（2,636万円）
　重要伝統的建造物群保存地区保存事業（618万円）　など
［市民・地域とともに創る自治体経営］
　地方債繰上償還（2億6,899万円）、減債基金・施設整備基金他積立（9億9,063万円）　など
［雇用対策事業］
　緊急雇用対策事業（5,133万円）　55人雇用、うち新規雇用33人

■ ２5年度 市税の収納状況■ ２5年度 市税の収納状況

財政健全化路線を堅持財政健全化路線を堅持 説明

税　　目

市民税（個人）　現年分
　　　〃　　　　滞繰分
市民税（法人）　現年分
　　　〃　　　　滞繰分
固定資産税　　　現年分
　　　〃　　　　滞繰分
軽自動車税　　　現年分
　　　〃　　　　滞繰分
市町村たばこ税
国民健康保険税　現年分
　　　〃　　　　現年分

587,872
23,395
104,123

578
819,234
48,245
57,105
5,168

171,316
669,422
148,384

582,642
6,022

104,065
326

807,107
10,421
55,939
937

171,316
638,217
33,178

99.11
25.74
99.94
56.40
98.52
21.60
97.96
18.13
100.00
95.34
22.36

調定額（千円）収入額（千円）収納率（％）

当市の
比率 県内平均 早期健全

化基準

実質赤字
比率 -%

-%

14.7%

94.9

-%

-%

13.5%

64.4%

14.16%

19.16%

25.0%

350.0%

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

普通会計の赤字の大きさを財政規
模に対する割合で示したもの

全ての会計を対象にした実質赤字
（または資金不足額）を財政規模に
対する割合で示したもの

全ての会計及び事務組合の実質
的な借金の返済にどれだけ充てた
かを財政規模に対する割合で示し
たもの

普通会計が将来負担すべき実質的
な負担割合の大きさを財政規模に
対する割合で示したもの

＊実質赤字比率と連結実質赤字比率は、赤字額がないため「－」（該当なし）と表示。
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市

　税

＊
「
調
定
額
」
と
は
そ
の
年
度
に
収
納
さ
れ
る
べ
き
金
額
を

い
い
、
「
収
納
率
」
は
調
定
額
に
対
し
て
実
際
に
ど
れ
く

ら
い
収
納
さ
れ
た
か
の
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

＊
「
固
定
資
産
税

　現
年
分
」
は
、
市
町
村
交
付
金
を
含
む
。

①

②

③

④

④2014.10.21　ｉ

歳
入
総
額
は
1
2
8
億
4
，1
9
7
万
円

歳
出
総
額
は
1
2
5
億
7
，2
4
5
万
円

歳
入
歳
出
差
引
額
は
2
億
6
，9
5
2
万
円

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
5
，9
0
7
万

円
を
除
く
実
質
収
支
は
、2
億
1
，0
4
4
万

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

決
算
報
告

決
算
報
告

決
算
報
告

25年度25年度

歳出額
125.7億円

歳入額
128.4億円

歳入歳出決算額（普通会計）

27.0

（億円） （％）

28.1 27.6

24.5

21.0

16.6

14.7
12.7

5

10

15

20

25

30

50

100

150

200

250

300

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

240億円

131億円

市債残高
実質公債費比率

ピーク時の平成14年度より109億円減少

18.0

普通会計市債（借金）残高と実質公債費比率の推移

その他
10.3億円
（8.0%）

その他
10.3億円
（8.0%）

市民の皆さんが
収めた税金

国や県から
入ってくるお金

市長や職員、
議員などの
給料・退職金

生活保護費
や児童福祉
費など

公共事業な
どでの借入
金の返済額

道路の新設
改良や災害
の復旧費など

使用料・手数料や
財産収入など

市税
17.4億円
（13.6%）

市税
17.4億円
（13.6%）

公共事業の
ために国など
から借りた
お金

物件費や国保
会計などへの
繰出金

市債
15.5億円
（12.1%）

市債
15.5億円
（12.1%）

地方交付税・
国県補助金等
85.2億円
（66.3%）

地方交付税・
国県補助金等
85.2億円
（66.3%）

その他
42.8億円 
（34.1%）

その他
42.8億円 
（34.1%）

人件費
20.4 億円
（16.2%）

人件費
20.4 億円
（16.2%）

扶助費
18.1 億円 
（14.4%）

扶助費
18.1 億円 
（14.4%）

公債費
21.0 億円
（16.7%）

公債費
21.0 億円
（16.7%）

投資的経費
23.4 億円
（18.6%）

投資的経費
23.4 億円
（18.6%）
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安
芸
市
議
会
行
政
報
告

安
芸
市
議
会
行
政
報
告

安
芸
市
議
会
行
政
報
告

台
風
11
号
被
害

●●●

●●●

●●● ●●●

●●●

●●●

●●●●●●

平
成
２５
年
度
決
算
に
お
け
る

財
政
健
全
化
の
判
断
指
標

新
火
葬
場
整
備

　
9
月
24
日
に
開
会
さ
れ
た
平
成
26
年

第
3
回
安
芸
市
議
会
定
例
会
で
、
横
山

市
長
は
次
の
よ
う
に
行
政
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
要
旨
）

　
８
月
10
日
に
本
市
付
近
に
上
陸
し
た
台

風
11
号
に
よ
り
、
海
岸
部
か
ら
山
間
部
ま

で
広
範
囲
に
わ
た
り
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

現
時
点
で
確
認
が
取
れ
て
い
る
被
害
件
数

は
、
建
物
で
は
住
家
、
非
住
家
合
わ
せ
て

全
壊
・
半
壊
な
ど
29
件
、
床
上
浸
水
６
件
、

床
下
浸
水
15
件
、
が
け
崩
れ
や
道
路
な
ど

の
損
壊
で
１
２
６
件
、
園
芸
ハ
ウ
ス
の
全

半
壊
な
ど
70
棟
、
約
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
ビ

ニ
ー
ル
の
破
損
で
３
８
３
棟
、
約
20
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
園
芸
ハ
ウ
ス
な
ど
を
除
く
被
害
額
は
、

現
時
点
で
の
概
算
で
、
道
路
・
橋
り
ょ

う
・
河
川
・
農
道
な
ど
の
公
共
土
木
お
よ

び
農
業
用
施
設
関
係
、
漁
港
海
岸
施
設
、

学
校
施
設
な
ど
で
15
億
６
，
８
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
被
害
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
方
に
は
、

改
め
て
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
く
日
常
の
生
活

を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
財
政
健
全
化
の
判
断
指
標
と
な
る
４
つ

の
比
率
に
つ
い
て
は
、
実
質
公
債
費
比
率

が
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の

３
カ
年
平
均
で
14
・
７
％
、
将
来
負
担
比

率
が
94
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
実
質
赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤
字
比
率

に
つ
い
て
は
、
と
も
に
黒
字
決
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
営
企
業
の
資
金
不

足
比
率
に
つ
い
て
は
、
水
道
事
業
会
計
、

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
は
資
金
不
足
が
生
じ

て
い
な
い
状
況
で
す
が
、
住
宅
団
地
整
備

事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
5.8
％
の
資

金
不
足
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
第
３
期
内
原
野
住
宅
団
地
の
分
譲

を
本
年
４
月
に
実
施
し
、
現
時
点
で
資
金

不
足
は
解
消
さ
れ
い
ま
す
。

　
７
月
30
日
、
伊
尾
木
地
区
に
お
住
ま
い

の
20
人
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
兵
庫
県
太

子
町
と
本
市
が
導
入
予
定
と
同
種
類
の
火

葬
炉
を
設
置
し
て
い
る
香
川
県
綾
川
町
の

斎
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
９
月
25
日
に
は
、
２
回
目
の
地
元
説
明

会
を
開
催
し
、
先
の
地
元
説
明
会
で
出
さ

れ
た
ご
意
見
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
説
明

し
な
が
ら
、
ご
理
解
を
求
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
振
興

　
安
芸
広
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

地
域
博
覧
会
「
高
知
家
・
ま
る
ご
と
東
部

博
」
が
、
平
成
27
年
度
の
開
催
に
向
け
始

動
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
10

月
11
日
、
12
日
の
２
日
間
、
安
芸
市
役
所

周
辺
で
「
高
知
東
海
岸
グ
ル
メ
ま
つ
り
」

と
「
西
日
本
ご
当
地
じ
ゃ
こ
サ
ミ
ッ
ト
」

を
同
時
開
催
し
ま
す
。
四
国
東
南
部
の
ご

当
地
グ
ル
メ
33
店
舗
の
ほ
か
、
じ
ゃ
こ
サ

ミ
ッ
ト
に
は
鹿
児
島
県
い
ち
き
串
木
野
市

な
ど
８
地
域
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
、
食

の
魅
力
を
存
分
に
堪
能
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
博
覧
会
を
契
機
に
、
交
流
人
口
を

増
や
し
地
域
を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
、

豊
か
な
食
材
を
使
っ
た
グ
ル
メ
や
自
然
、

文
化
、
歴
史
な
ど
地
域
の
特
性
と
強
み
を

生
か
し
て
、
県
東
部
の
知
名
度
を
上
げ
な

が
ら
、
博
覧
会
開
催
の
機
運
を
高
め
て
い

き
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

教
育
の
充
実

　
８
月
25
日
、
高
知
県
立
大
学
と
本
市
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や
教
育
文
化
の

振
興
な
ど
、
多
様
な
分
野
で
協
力
関
係
を

築
き
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
と
人

材
の
育
成
な
ど
を
目
的
に
、
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
連
携
事
業
と
し
て
は
、
主
に
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
地
域
課
題
に
取
り

組
む
予
定
で
す
。
ま
ず
は
奈
比
賀
地
区
で

の
文
化
史
作
成
な
ど
伝
統
文
化
の
保
全
活

動
か
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
４
月
に
行
わ
れ
た
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
結
果
で
は
、
小
学
校
６
年
生

を
対
象
に
国
語
・
算
数
、
中
学
校
３
年
生

を
対
象
に
国
語
・
数
学
が
実
施
さ
れ
、
８

月
に
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
振
興

　
農
業
後
継
者
対
策
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
新
規
就
農
者
支
援
事
業
で
、
こ
れ
ま

で
に
８
人
の
研
修
生
が
就
農
し
て
お
り
、

本
年
９
月
か
ら
は
、
新
た
に
４
人
が
新
規

就
農
に
向
け
て
、
受
け
入
れ
農
家
の
も
と

で
研
修
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
施
設
園
芸
で

は
、
農
業
者
の
減
少
・
高
齢
化
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
新
規
就
農
者
を
研
修
か
ら

就
農
ま
で
ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
、
９
月
か
ら
農
林
課
職
員
を
１
人
増
員

し
、
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
建
設
な
ど
、
新

た
な
後
継
者
対
策
、
新
規
就
農
者
の
確
保

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
施
設
園
芸
先
進
国
の
オ
ラ
ン
ダ
で
実
施

さ
れ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
施
用
な
ど
の
、

い
わ
ゆ
る
環
境
制
御
技
術
に
つ
い
て
、
土

佐
あ
き
農
業
協
同
組
合
管
内
の
ナ
ス
や
ピ

ー
マ
ン
の
ほ
場
で
実
証
試
験
が
行
わ
れ
、

反
当
た
り
の
収
穫
量
の
増
加
や
秀
品
率
の

向
上
と
い
っ
た
好
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
県
で
は
、
９
月
議
会
の

補
正
予
算
で
、
ハ
ウ
ス
内
の
環
境
測
定
装

置
や
二
酸
化
炭
素
発
生
装
置
な
ど
に
対
す

る
新
た
な
補
助
制
度
を
創
設
す
る
予
定
で

す
。
市
と
し
て
も
、
県
の
補
助
制
度
に
上

乗
せ
補
助
を
行
い
、
農
家
所
得
の
向
上
に

つ
な
が
る
新
技
術
の
導
入
・
定
着
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

南
海
地
震
対
策

　
９
月
７
日
に
実
施
し
た
安
芸
市
総
合
防

災
訓
練
で
は
、
各
自
主
防
災
組
織
に
よ
る

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
想
定
し
た
津
波

避
難
訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練
、
初
期
消
火

訓
練
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
が
実
施
さ
れ
、

約
２
，
９
０
０
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
運
用
を
開
始
し
た

防
災
行
政
無
線
の
ア
ン
サ
ー
バ
ッ
ク
機
能

を
活
用
し
、
避
難
地
と
消
防
防
災
セ
ン
タ

ー
間
で
の
双
方
向
に
よ
る
情
報
伝
達
訓
練

や
、
災
害
対
策
本
部
の
初
動
体
制
訓
練
、

消
防
団
に
よ
る
水
防
訓
練
な
ど
を
行
い
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
台
風
な
ど
あ
ら
ゆ
る

災
害
に
対
す
る
水
防
活
動
の
習
熟
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
防
災
訓
練
の
充
実

を
図
り
、
自
主
防
災
組
織
と
連
携
し
た
避

難
所
運
営
の
訓
練
な
ど
を
行
い
、
防
災
意

識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲決壊した穴内漁港海岸の防潮堤▲全壊した園芸ハウス

▲高知県立大学との包括連携協定調印式

▲防災訓練で津波避難タワーに上る住民

　
本
市
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
全
国

の
平
均
正
答
率
と
比
較
し
て
、
小
学
生
は

国
語
・
算
数
と
も
に
や
や
高
く
な
っ
て
お

り
、
中
学
生
で
は
国
語
は
全
国
並
み
で
、

数
学
は
や
や
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
効
果
的
な
取
り

組
み
を
継
続
し
つ
つ
、
学
力
調
査
の
結
果

か
ら
課
題
を
明
確
に
し
、
課
題
解
決
に
向

け
、
児
童
生
徒
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
学

力
の
よ
り
一
層
の
定
着
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

昨
年
６
月
に
制
定
さ
れ
た
「
い
じ
め
防
止

対
策
推
進
法
」
に
基
づ
き
、
い
じ
め
の
防

止
な
ど
の
対
策
に
学
校
や
関
係
機
関
な
ど

で
取
り
組
む
た
め
、
安
芸
市
い
じ
め
問
題

対
策
連
絡
協
議
会
等
条
例
案
を
今
議
会
に

提
出
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
７
月

に
給
食
セ
ン
タ
ー
の
実
施
設
計
が
完
成
し

た
こ
と
を
受
け
、
建
設
予
定
地
で
は
清
水

ケ
丘
中
学
校
の
寄
宿
舎
の
解
体
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
建
設
予
定
地
の
周
辺
は
、
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
試
掘
調
査

の
結
果
、
遺
物
・
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
の

で
、
発
掘
調
査
を
12
月
末
ま
で
の
予
定
で

実
施
し
ま
す
。
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台
風
11
号
被
害
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●●● ●●●

●●●
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平
成
２５
年
度
決
算
に
お
け
る

財
政
健
全
化
の
判
断
指
標

新
火
葬
場
整
備

　
9
月
24
日
に
開
会
さ
れ
た
平
成
26
年

第
3
回
安
芸
市
議
会
定
例
会
で
、
横
山

市
長
は
次
の
よ
う
に
行
政
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
要
旨
）

　
８
月
10
日
に
本
市
付
近
に
上
陸
し
た
台

風
11
号
に
よ
り
、
海
岸
部
か
ら
山
間
部
ま

で
広
範
囲
に
わ
た
り
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

現
時
点
で
確
認
が
取
れ
て
い
る
被
害
件
数

は
、
建
物
で
は
住
家
、
非
住
家
合
わ
せ
て

全
壊
・
半
壊
な
ど
29
件
、
床
上
浸
水
６
件
、

床
下
浸
水
15
件
、
が
け
崩
れ
や
道
路
な
ど

の
損
壊
で
１
２
６
件
、
園
芸
ハ
ウ
ス
の
全

半
壊
な
ど
70
棟
、
約
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
ビ

ニ
ー
ル
の
破
損
で
３
８
３
棟
、
約
20
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
園
芸
ハ
ウ
ス
な
ど
を
除
く
被
害
額
は
、

現
時
点
で
の
概
算
で
、
道
路
・
橋
り
ょ

う
・
河
川
・
農
道
な
ど
の
公
共
土
木
お
よ

び
農
業
用
施
設
関
係
、
漁
港
海
岸
施
設
、

学
校
施
設
な
ど
で
15
億
６
，
８
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
被
害
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
方
に
は
、

改
め
て
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
く
日
常
の
生
活

を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
財
政
健
全
化
の
判
断
指
標
と
な
る
４
つ

の
比
率
に
つ
い
て
は
、
実
質
公
債
費
比
率

が
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の

３
カ
年
平
均
で
14
・
７
％
、
将
来
負
担
比

率
が
94
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
実
質
赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤
字
比
率

に
つ
い
て
は
、
と
も
に
黒
字
決
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
営
企
業
の
資
金
不

足
比
率
に
つ
い
て
は
、
水
道
事
業
会
計
、

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
は
資
金
不
足
が
生
じ

て
い
な
い
状
況
で
す
が
、
住
宅
団
地
整
備

事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
5.8
％
の
資

金
不
足
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
第
３
期
内
原
野
住
宅
団
地
の
分
譲

を
本
年
４
月
に
実
施
し
、
現
時
点
で
資
金

不
足
は
解
消
さ
れ
い
ま
す
。

　
７
月
30
日
、
伊
尾
木
地
区
に
お
住
ま
い

の
20
人
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
兵
庫
県
太

子
町
と
本
市
が
導
入
予
定
と
同
種
類
の
火

葬
炉
を
設
置
し
て
い
る
香
川
県
綾
川
町
の

斎
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
９
月
25
日
に
は
、
２
回
目
の
地
元
説
明

会
を
開
催
し
、
先
の
地
元
説
明
会
で
出
さ

れ
た
ご
意
見
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
説
明

し
な
が
ら
、
ご
理
解
を
求
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
振
興

　
安
芸
広
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

地
域
博
覧
会
「
高
知
家
・
ま
る
ご
と
東
部

博
」
が
、
平
成
27
年
度
の
開
催
に
向
け
始

動
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
10

月
11
日
、
12
日
の
２
日
間
、
安
芸
市
役
所

周
辺
で
「
高
知
東
海
岸
グ
ル
メ
ま
つ
り
」

と
「
西
日
本
ご
当
地
じ
ゃ
こ
サ
ミ
ッ
ト
」

を
同
時
開
催
し
ま
す
。
四
国
東
南
部
の
ご

当
地
グ
ル
メ
33
店
舗
の
ほ
か
、
じ
ゃ
こ
サ

ミ
ッ
ト
に
は
鹿
児
島
県
い
ち
き
串
木
野
市

な
ど
８
地
域
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
、
食

の
魅
力
を
存
分
に
堪
能
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
博
覧
会
を
契
機
に
、
交
流
人
口
を

増
や
し
地
域
を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
、

豊
か
な
食
材
を
使
っ
た
グ
ル
メ
や
自
然
、

文
化
、
歴
史
な
ど
地
域
の
特
性
と
強
み
を

生
か
し
て
、
県
東
部
の
知
名
度
を
上
げ
な

が
ら
、
博
覧
会
開
催
の
機
運
を
高
め
て
い

き
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

教
育
の
充
実

　
８
月
25
日
、
高
知
県
立
大
学
と
本
市
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や
教
育
文
化
の

振
興
な
ど
、
多
様
な
分
野
で
協
力
関
係
を

築
き
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
と
人

材
の
育
成
な
ど
を
目
的
に
、
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
連
携
事
業
と
し
て
は
、
主
に
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
地
域
課
題
に
取
り

組
む
予
定
で
す
。
ま
ず
は
奈
比
賀
地
区
で

の
文
化
史
作
成
な
ど
伝
統
文
化
の
保
全
活

動
か
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
４
月
に
行
わ
れ
た
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
結
果
で
は
、
小
学
校
６
年
生

を
対
象
に
国
語
・
算
数
、
中
学
校
３
年
生

を
対
象
に
国
語
・
数
学
が
実
施
さ
れ
、
８

月
に
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
振
興

　
農
業
後
継
者
対
策
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
新
規
就
農
者
支
援
事
業
で
、
こ
れ
ま

で
に
８
人
の
研
修
生
が
就
農
し
て
お
り
、

本
年
９
月
か
ら
は
、
新
た
に
４
人
が
新
規

就
農
に
向
け
て
、
受
け
入
れ
農
家
の
も
と

で
研
修
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
施
設
園
芸
で

は
、
農
業
者
の
減
少
・
高
齢
化
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
新
規
就
農
者
を
研
修
か
ら

就
農
ま
で
ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
、
９
月
か
ら
農
林
課
職
員
を
１
人
増
員

し
、
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
建
設
な
ど
、
新

た
な
後
継
者
対
策
、
新
規
就
農
者
の
確
保

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
施
設
園
芸
先
進
国
の
オ
ラ
ン
ダ
で
実
施

さ
れ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
施
用
な
ど
の
、

い
わ
ゆ
る
環
境
制
御
技
術
に
つ
い
て
、
土

佐
あ
き
農
業
協
同
組
合
管
内
の
ナ
ス
や
ピ

ー
マ
ン
の
ほ
場
で
実
証
試
験
が
行
わ
れ
、

反
当
た
り
の
収
穫
量
の
増
加
や
秀
品
率
の

向
上
と
い
っ
た
好
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
県
で
は
、
９
月
議
会
の

補
正
予
算
で
、
ハ
ウ
ス
内
の
環
境
測
定
装

置
や
二
酸
化
炭
素
発
生
装
置
な
ど
に
対
す

る
新
た
な
補
助
制
度
を
創
設
す
る
予
定
で

す
。
市
と
し
て
も
、
県
の
補
助
制
度
に
上

乗
せ
補
助
を
行
い
、
農
家
所
得
の
向
上
に

つ
な
が
る
新
技
術
の
導
入
・
定
着
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

南
海
地
震
対
策

　
９
月
７
日
に
実
施
し
た
安
芸
市
総
合
防

災
訓
練
で
は
、
各
自
主
防
災
組
織
に
よ
る

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
想
定
し
た
津
波

避
難
訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練
、
初
期
消
火

訓
練
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
が
実
施
さ
れ
、

約
２
，
９
０
０
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
運
用
を
開
始
し
た

防
災
行
政
無
線
の
ア
ン
サ
ー
バ
ッ
ク
機
能

を
活
用
し
、
避
難
地
と
消
防
防
災
セ
ン
タ

ー
間
で
の
双
方
向
に
よ
る
情
報
伝
達
訓
練

や
、
災
害
対
策
本
部
の
初
動
体
制
訓
練
、

消
防
団
に
よ
る
水
防
訓
練
な
ど
を
行
い
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
台
風
な
ど
あ
ら
ゆ
る

災
害
に
対
す
る
水
防
活
動
の
習
熟
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
防
災
訓
練
の
充
実

を
図
り
、
自
主
防
災
組
織
と
連
携
し
た
避

難
所
運
営
の
訓
練
な
ど
を
行
い
、
防
災
意

識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲決壊した穴内漁港海岸の防潮堤▲全壊した園芸ハウス

▲高知県立大学との包括連携協定調印式

▲防災訓練で津波避難タワーに上る住民

　
本
市
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
全
国

の
平
均
正
答
率
と
比
較
し
て
、
小
学
生
は

国
語
・
算
数
と
も
に
や
や
高
く
な
っ
て
お

り
、
中
学
生
で
は
国
語
は
全
国
並
み
で
、

数
学
は
や
や
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
効
果
的
な
取
り

組
み
を
継
続
し
つ
つ
、
学
力
調
査
の
結
果

か
ら
課
題
を
明
確
に
し
、
課
題
解
決
に
向

け
、
児
童
生
徒
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
学

力
の
よ
り
一
層
の
定
着
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

昨
年
６
月
に
制
定
さ
れ
た
「
い
じ
め
防
止

対
策
推
進
法
」
に
基
づ
き
、
い
じ
め
の
防

止
な
ど
の
対
策
に
学
校
や
関
係
機
関
な
ど

で
取
り
組
む
た
め
、
安
芸
市
い
じ
め
問
題

対
策
連
絡
協
議
会
等
条
例
案
を
今
議
会
に

提
出
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
７
月

に
給
食
セ
ン
タ
ー
の
実
施
設
計
が
完
成
し

た
こ
と
を
受
け
、
建
設
予
定
地
で
は
清
水

ケ
丘
中
学
校
の
寄
宿
舎
の
解
体
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
建
設
予
定
地
の
周
辺
は
、
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
試
掘
調
査

の
結
果
、
遺
物
・
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
の

で
、
発
掘
調
査
を
12
月
末
ま
で
の
予
定
で

実
施
し
ま
す
。
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「こんにちは、
　畑山の地域おこし協力隊です。」

地域を変える
新しい力

VOL.5  栗山　豊　
くりやま ゆたか

　
６
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力

隊
畑
山
地
区
担
当
と
し
て
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
栗
山
豊
で
す
。

安
芸
市
か
ら「
決
定
」の
通
知
を

い
た
だ
い
た
喜
び
も
つ
か
の
間
、

引
越
業
者
を
手
配
し
不
要
な
家

財
道
具
を
捨
て
、仕
事
用
の
車
や

道
具
を
譲
り
愛
犬
に
涙
の
別
れ

を
告
げ
て
、家
族
5
人
が
乗
っ
た

車
で
15
時
間
か
け
て
や
っ
て
来
ま

し
た
。

　
そ
れ
か
ら
早
や
3
カ
月
が
経

ち
ま
し
た
。ま
だ
た
っ
た
の
3
カ

月
で
す
が
、な
ぜ
か
も
う
し
ば
ら

く
こ
こ
に
い
る
よ
う
な
感
覚
に

な
り
ま
す
。な
ぜ
な
の
か
考
え
た

時
、そ
れ
は
日
々
の
人
と
の
ふ
れ

あ
い
の
濃
さ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
濃
さ
が
そ
の
ま
ま
時
間
に

反
映
さ
れ
、充
実
し
た
時
を
送
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
こ
そ
自
分
が
本
当
に
望

ん
で
き
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

利
益
や
一
定
の
生
活
水
準
を
追
い

求
め
過
ぎ
る
が
故
に
、逆
に
時
間

や
お
金
に
追
い
掛
け
回
さ
れ
る
。

気
が
付
け
ば
物
や
文
明
と
は
接

し
て
い
て
も
何
か
を
介
し
て
い
な

い
と
人
と
は
接
し
て
い
け
な
い
、

そ
ん
な
人
生
を
過
ご
し
て
い
た

私
に
忘
れ
て
い
た
何
か
を
思
い

出
さ
せ
て
く
れ
、包
み
込
ん
で
く

れ
る
よ
う
な
土
地
柄
で
あ
り

人
々
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。都
会

に
住
む
全
て
の
人
が
そ
う
で
は

な
い
で
す
が
、私
の
よ
う
な
思
い

を
持
っ
た
人
は
都
会
に
た
く
さ

ん
い
る
は
ず
で
す
。

　
そ
ん
な
畑
山
、安
芸
市
の
た
め

に
役
に
立
て
る
よ
う
に
、日
々
頭

を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。中
山
間
地

域
の
中
で
も
畑
山
は
特
殊
で
、少

人
数
の
部
落
が
数
キ
ロ
隔
て
て

点
在
し
て
い
て
、そ
の
上
手
の
方

に
元
の
公
民
館
が
あ
る
た
め
、地

域
の
人
の
交
流
す
ら
無
く
な
っ
て

い
る
状
況
で
す
。ま
ず
は
地
域
内

外
の
人
的
交
流
を
深
め
る
こ
と

に
重
点
を
置
い
て
進
め
て
い
ま

す
。私
自
身
が
ま
ず
は
地
域
住
民

と
交
流
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
の
で
、小
さ
い
こ
と
か
ら

こ
つ
こ
つ
と
始
め
ま
し
た
。７
月

か
ら“

畑
山
か
わ
ら
版”

を
発
行

し
、自
分
や
家
族
の
こ
と
、そ
し

て
未
来
の
こ
と
な
ど
を
記
事
に

し
て
、見
回
り
や
様
子
伺
い
を
兼

ね
て
一軒
ず
つ
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
旧
畑
山
小
中
学
校
の
広
大

な
敷
地
の
草
刈
り
を
し
て
い
ま

す
。時
折
、妻
や
子
ど
も
が
懸
命

に
手
伝
っ
て
く
れ
る
の
で
少
し
ず

つ
き
れ
い
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

た
だ
、こ
れ
ば
か
り
は
終
わ
り
の

な
い
追
い
か
け
っ
こ
で
す
が
！

　
住
民
宅
に
訪
問
す
る
時
も
し

ば
し
ば
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て

行
き
ま
す
。日
頃
な
か
な
か
お
孫

さ
ん
と
も
会
え
な
い
住
民
に
少

し
で
も
和
ん
で
も
ら
え
た
ら
と

思
い
連
れ
て
行
く
の
で
す
が
、子

ど
も
を
か
ま
っ
て
く
れ
野
菜
や
漬

物
を
持
た
せ
て
く
だ
さ
り
、逆
に

こ
っ
ち
が
癒
さ
れ
て
帰
っ
て
き
ま

す
。

　
畑
山
か
わ
ら
版
で
情
報
を
発

信
し
て
、今
度
は
住
民
か
ら
も
意

見
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
も
ら

う
た
め
、手
づ
く
り
の「
目
安
箱
」

を
数
カ
所
に
設
置
し
た
り
、空
家

調
査
も
行
い
ま
し
た
。近
い
将
来

畑
山
に
も
移
住
希
望
者
が
現
れ

て
仲
間
入
り
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
作
り
を
ど
ん
ど

ん
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
先
日
、15
年
ぶ
り
に
畑
山
地
区

の
敬
老
会
も
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
開
催
で
き
ま
し
た
。久
々
に
会

わ
れ
た
方
々
も
大
勢
い
て
、話
に

花
が
咲
き
お
酒
が
進
ん
で
い
る

よ
う
で
し
た
。そ
こ
に
加
わ
ら
せ

て
い
た
だ
い
た
私
も
幸
せ
な
気

分
に
な
り
、人
と
人
と
の
交
流
が

い
か
に
大
事
で
活
力
を
与
え
て

く
れ
る
も
の
か
を
痛
感
し
ま
し

た
。

　
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
や
ら
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
こ
じ
ゃ
ん
と

あ
り
ま
す
。今
後
は
そ
れ
を
皆
さ

ん
と
少
し
で
も
共
有
し
、一
緒
に

考
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。町

で
見
か
け
た
ら
気
軽
に
声
を
か

け
て
い
た
だ
い
て
、気
軽
に〝
お

き
ゃ
く
〞に
誘
っ
て
く
だ
さ
い
。よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■資源ごみ収集日一覧表
「缶・紙・古着・ペットボトル」の日

1 1月の資源ごみ収集日
「ビン・有害ごみ」の日

缶・スプレー缶・紙（新聞とチラシ・雑誌・ダン
ボール・紙パック）・ペットボトル・古着

久世町・庄之芝町・染井町・桜ヶ丘町・幸町・
宝永町・黒鳥・植野・井ノ口・栃ノ木

本町・１～５丁目・土居・僧津・伊尾木・下山

花園町・柳田・矢ノ丸１～４丁目・港町１～２
丁目・内原野・花・川北・江川・小松原

日ノ出町・寿町・清和町・千歳町・津久茂町・
馬ノ丁・赤野・穴内

畑山・尾川

東川（八ノ谷・丸石・黒瀬・大井・古井・別役・
入河内・奈比賀・長山）

中郷

ビン・乾電池・蛍光灯・電球・体温
計・温度計・ライター

一般廃棄物最終処分場(安芸市リサイクルプラザ)は日曜日以外受け入れしております。   
受け入れ時間 月～金曜日は8時30分～16時30分　　土曜日は８時30分～12時　13時～16時30分 
■問　平日　環境課☎35・1023　　土・祝日　最終処分場☎34・1353   

毎週月曜（3日・10日・17日・24日）
毎週火曜（4日・11日・18日・25日）
毎週木曜（6日・13日・20日・27日）
毎週金曜（7日・14日・21日・28日）

毎週水曜日（5日・12日・19日・26日）

毎月第３水曜（19日）

毎月第１・３水曜（5日・19日）

毎月第１・３水曜（5日・19日）

毎月第２・４水曜（12日・26日）

①2014.10.16　ｉ
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を
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来
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や
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た
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の
3
カ

月
で
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が
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ぜ
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し
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ら

く
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こ
に
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る
よ
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な
感
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に
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ぜ
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の
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考
え
た

時
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は
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と
の
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の
濃
さ
だ
と
思
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し
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の
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に
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、充
実
し
た
時
を
送
れ

て
い
る
の
で
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で
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本
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と
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す
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利
益
や
一
定
の
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が
故
に
、逆
に
時
間

や
お
金
に
追
い
掛
け
回
さ
れ
る
。

気
が
付
け
ば
物
や
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な

い
と
人
と
は
接
し
て
い
け
な
い
、
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た
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に
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た
何
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を
思
い

出
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せ
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れ
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み
込
ん
で
く

れ
る
よ
う
な
土
地
柄
で
あ
り

人
々
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
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会

に
住
む
全
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の
人
が
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で
は

な
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で
す
が
、私
の
よ
う
な
思
い

を
持
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た
人
は
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る
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で
す
。
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な
畑
山
、安
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市
の
た
め

に
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よ
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に
、日
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頭
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ま
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。
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し
て
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に
会

わ
れ
た
方
々
も
大
勢
い
て
、話
に

花
が
咲
き
お
酒
が
進
ん
で
い
る
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①2014.10.16　ｉ
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広報あき　平成26年11月→　お子さんかお孫さんを紹介してみませんか？ 10広報あき　平成26年11月 「赤ちゃん集まれ！」のコーナーでは、写真を募集中　→11

＊対象年齢など詳しい内容は安芸市健康
カレンダーでご確認ください。
■問　健康ふれあいセンター「元気館」
　　　☎32・0300

＊予約制です。事前に「元気館」までお申し込みください。
項　目 ところ と　き

各種検診・健康診査

項　目 と　き 受付時間

その他
ところ受付時間

必ず受けよう！がん検診・特定健診

あなたと、
家族のために
ぜひ受けましょう

１９歳～３９歳
（国保）
1300円

900円

1000円 700円

大腸がん検診
500円

子宮がん検診
600円

前立腺がん検診
600円

25年度に
受診した人
半額

４０歳の人

無料

肝炎ウイルス検診乳がん検診

胃がん検診

生活習慣病を
みつけるための
健診
無料

胸部検診
（肺がん検診）

無料

４１歳～６５歳
（国保）

1000円

６６歳～７４歳
（国保）

600円

24・25年度と
続けて
受診した人
無料

特定健診

胸部検診

特定健診

肝炎ウイルス検査

前立腺がん検診

胸部検診

胃がん検診

乳がん検診

子宮頸がん検診

歯科健診

健康ふれあい
センター
「元気館」

無医地区診療

健康ふれあい
センター

安芸漁協

健康ふれあい
センター

7：30～11:00
13:30～15:00
7：30～11:00
13:30～15:00

9:00～11:00
13:00～15:00

14：00～15：00

11月18日（火）

11月25日（火）

14:10～15:00

14:10～15:00

畑山公民館

大井公民館

13:30～15:00

13:30～15:00

健康相談 市民館別館11月11日（火） 10:00～12:00

つくし会
（生活習慣病
予防サークル）
＊運動教室。
参加費100円。
持ち物は室内用
のシューズ・水
分・タオル。

８：００～９：３０

17：00～20：00
(時間予約制）
8:00～11:00
13:00～15:00

2日

3日

9日

16日

23日

24日

30日
診療時間：9～17時
県立あき総合病院（☎34・3111）は救急に対応

11月の休日在宅当番医
森澤病院
EASTマリンクリニック
芸西オルソクリニック
芸西病院
森澤病院
尾木医院
安芸クリニック

☎34・1155
☎34・0003
☎33・3503
☎33・3833
☎34・1155
☎34・3155
☎35・3575

月

火

水

木

金

土日

歯垢ってなあに？
男性の更年期
肝硬変といわれたら
おねしょ（夜尿症）と子どもの自立
帯状疱疹で神経痛を残さないために
狭心症と心筋梗塞

☎088・832・5266
11月の週間予定表

健康テレホンサービス

提供：高知保険医協会

11月16日（日）

11月17日（月）

11月18日（火）

12月7日（日）
12月8日（月）

11月19日（水）

11月19日（水）

健康ふれあい
センター

12月15日（月）
8：30～10:00

12月7日（日）
９:00～11:00
13:00～15:00

12月8日（月）
9:00～11:00
13:00～15:00

11月16日（日）
11月17日（月）
12月7日（日）
12月8日（月）

12月7日（日）
12月8日（月）
12月7日（日）
12月8日（月）

9:00～11:00
13:00～15:00
８：４５～１０：４５
１２：４５～１４：４５

11月16日（日） 10:00～10:30

大腸がん検診

11月7日（金）

11月21日（金）

40～74歳　国保被保険者の特定健診
目標受診率53％を必ず達成しましょう！！
■受診率（平成26年10月20日現在）　

健 診 速 報
今年度目標を未達成の地区の人は、
今後実施予定の健診会場で積極的に受診しましょう。

伊尾木公民館

江川公民館

下山公民館

川北公民館

穴内公民館

24.6%

32.7%

17.6%

26.3％

24.1％

あと110人

あと34人

あと51人

あと147人

あと36人

目
標
達
成
ま
で

説明日時ところ項目 回収日時

噛むことの効用～噛むとこんなに良いことがあります！～

「身近な死」を
　　　考えるセミナー

①肥満を防ぐ（満腹中枢が働いて食べ過ぎを防ぎます）
②味覚の発達（食べものの味がよく分かります）
③発音がはっきり、表情が豊かに（きれいな発音ができ、表
情が豊かになります）
④脳の発達（脳のはたらきが活発になり、子どもの知育を助
け、認知症の予防にもなります）

⑤歯の病気を防ぐ（唾液がたくさん出るため、むし歯や歯周
病の予防になります）
⑥がんを防ぐ（唾液に含まれる酵素に発がん作用を消すはた
らきがあると言われています）
⑦胃腸のはたらきをよくする（消化酵素がたくさん出て、消
化を助けます）
⑧全身の体力向上（歯を食いしばることで力が湧きます）

講師　井手俊郎 氏（死生学講師）
～人生の最期の迎え方、家族と一緒に考える～

入場
無料

「最期まで自分らしく生きるために～ゆたかな看取りプロジェクト～」
として、逝く人も看取る人も、家族の誰もが後悔しない人生の最期の
選択ができる体制づくりを目指して、市民の皆さんを対象にしたセミ
ナーを開催します。ぜひ、お誘い合わせのうえご参加ください！

▽と　き　11月29日（土）
　　　　  ○午前の部　10：00～12：00（9：30開場）
　　　　　　　　　　　　～ちょっと知りたい人のために「基本編」～
　　　　  ○午後の部　13：30～15：30（13：00開場）
　　　　　　　　　　　　～もっと深めたい人のために「応用編」～
　　　　　＊午前の部、午後の部どちらでも参加自由
▽ところ　健康ふれあいセンター元気館
▽定　員　先着100人
▽申込期限　11月21日（金）
■申込・問　地域包括支援センター☎32・0555　FAX35・1555

　協会けんぽに加入している40歳～74
歳の被扶養者の人も、市で実施している
集団健診（特定健診）を受診できます。受

協会けんぽ（社会保険）加入の皆さんへ 特定健診を受診しましょう
診するには協会けんぽが発行している
「受診券」が必要です。発行の申請は、協
会けんぽ高知支部（☎088・820・6020）

までお問い合わせください。
健診のお申し込みは、事前に「元気館」
（☎32・0300）までご連絡ください。

「食育実践カリキュラム」について③
　3月に策定した「食育実践カリキュラム」は、乳幼児期から15歳までの子どもたち
が、命のもとである栄養の摂り方や生きる力となる食習慣についての知識を身につ
け、実践するためにご家庭や地域、保育所、学校、職域で共に取り組む活動について
まとめたものです。
　ご家庭で取り組んでいただきたい内容について、３回シリーズでお伝えします！

目標③３食食べて「健康食育」
6カ月～1歳2カ月 2歳 3歳 4歳 5歳 ６・７歳 ８・９歳 １０・１１歳 １２～１５歳１歳３カ月

～2歳未満

いろいろな食材・味付けで調理する

時間を決めて１日
３食食事をする

「早寝・早起き・朝ごはん」に取り組む

給食献立表を利用し、栄養バランスを学ぶ

よく噛んで食べるよう
働きかける

噛むことや飲み込みの発達に合
わせた食品を使ったり調理方法
を工夫する

子どもの欲しがるダ
イニングで授乳する
（授乳期） １食の食事に赤・黄・

綠をそろえてバラン
スの良い食事にする

一緒に噛むまねをして見せた
りして、噛むことの大切さを知
らせる

毎食「主食・主菜・副菜」
をそろえたバランスの良い
食事にする



広報あき　平成26年11月→　お子さんかお孫さんを紹介してみませんか？ 10広報あき　平成26年11月 「赤ちゃん集まれ！」のコーナーでは、写真を募集中　→11

＊対象年齢など詳しい内容は安芸市健康
カレンダーでご確認ください。
■問　健康ふれあいセンター「元気館」
　　　☎32・0300

＊予約制です。事前に「元気館」までお申し込みください。
項　目 ところ と　き

各種検診・健康診査

項　目 と　き 受付時間

その他
ところ受付時間

必ず受けよう！がん検診・特定健診

あなたと、
家族のために
ぜひ受けましょう

１９歳～３９歳
（国保）
1300円

900円

1000円 700円

大腸がん検診
500円

子宮がん検診
600円

前立腺がん検診
600円

25年度に
受診した人
半額

４０歳の人

無料

肝炎ウイルス検診乳がん検診

胃がん検診

生活習慣病を
みつけるための
健診
無料

胸部検診
（肺がん検診）

無料

４１歳～６５歳
（国保）

1000円

６６歳～７４歳
（国保）

600円

24・25年度と
続けて
受診した人
無料

特定健診

胸部検診

特定健診

肝炎ウイルス検査

前立腺がん検診

胸部検診

胃がん検診

乳がん検診

子宮頸がん検診

歯科健診

健康ふれあい
センター
「元気館」

無医地区診療

健康ふれあい
センター

安芸漁協

健康ふれあい
センター

7：30～11:00
13:30～15:00
7：30～11:00
13:30～15:00

9:00～11:00
13:00～15:00

14：00～15：00

11月18日（火）

11月25日（火）

14:10～15:00

14:10～15:00

畑山公民館

大井公民館

13:30～15:00

13:30～15:00

健康相談 市民館別館11月11日（火） 10:00～12:00

つくし会
（生活習慣病
予防サークル）
＊運動教室。
参加費100円。
持ち物は室内用
のシューズ・水
分・タオル。

８：００～９：３０

17：00～20：00
(時間予約制）
8:00～11:00
13:00～15:00

2日

3日

9日

16日

23日

24日

30日
診療時間：9～17時
県立あき総合病院（☎34・3111）は救急に対応

11月の休日在宅当番医
森澤病院
EASTマリンクリニック
芸西オルソクリニック
芸西病院
森澤病院
尾木医院
安芸クリニック

☎34・1155
☎34・0003
☎33・3503
☎33・3833
☎34・1155
☎34・3155
☎35・3575

月

火

水

木

金

土日

歯垢ってなあに？
男性の更年期
肝硬変といわれたら
おねしょ（夜尿症）と子どもの自立
帯状疱疹で神経痛を残さないために
狭心症と心筋梗塞

☎088・832・5266
11月の週間予定表

健康テレホンサービス

提供：高知保険医協会

11月16日（日）

11月17日（月）

11月18日（火）

12月7日（日）
12月8日（月）

11月19日（水）

11月19日（水）

健康ふれあい
センター

12月15日（月）
8：30～10:00

12月7日（日）
９:00～11:00
13:00～15:00

12月8日（月）
9:00～11:00
13:00～15:00

11月16日（日）
11月17日（月）
12月7日（日）
12月8日（月）

12月7日（日）
12月8日（月）
12月7日（日）
12月8日（月）

9:00～11:00
13:00～15:00
８：４５～１０：４５
１２：４５～１４：４５

11月16日（日） 10:00～10:30

大腸がん検診

11月7日（金）

11月21日（金）

40～74歳　国保被保険者の特定健診
目標受診率53％を必ず達成しましょう！！
■受診率（平成26年10月20日現在）　

健 診 速 報
今年度目標を未達成の地区の人は、
今後実施予定の健診会場で積極的に受診しましょう。

伊尾木公民館

江川公民館

下山公民館

川北公民館

穴内公民館

24.6%

32.7%

17.6%

26.3％

24.1％

あと110人

あと34人

あと51人

あと147人

あと36人

目
標
達
成
ま
で

説明日時ところ項目 回収日時

噛むことの効用～噛むとこんなに良いことがあります！～

「身近な死」を
　　　考えるセミナー

①肥満を防ぐ（満腹中枢が働いて食べ過ぎを防ぎます）
②味覚の発達（食べものの味がよく分かります）
③発音がはっきり、表情が豊かに（きれいな発音ができ、表
情が豊かになります）
④脳の発達（脳のはたらきが活発になり、子どもの知育を助
け、認知症の予防にもなります）

⑤歯の病気を防ぐ（唾液がたくさん出るため、むし歯や歯周
病の予防になります）
⑥がんを防ぐ（唾液に含まれる酵素に発がん作用を消すはた
らきがあると言われています）
⑦胃腸のはたらきをよくする（消化酵素がたくさん出て、消
化を助けます）
⑧全身の体力向上（歯を食いしばることで力が湧きます）

講師　井手俊郎 氏（死生学講師）
～人生の最期の迎え方、家族と一緒に考える～

入場
無料

「最期まで自分らしく生きるために～ゆたかな看取りプロジェクト～」
として、逝く人も看取る人も、家族の誰もが後悔しない人生の最期の
選択ができる体制づくりを目指して、市民の皆さんを対象にしたセミ
ナーを開催します。ぜひ、お誘い合わせのうえご参加ください！

▽と　き　11月29日（土）
　　　　  ○午前の部　10：00～12：00（9：30開場）
　　　　　　　　　　　　～ちょっと知りたい人のために「基本編」～
　　　　  ○午後の部　13：30～15：30（13：00開場）
　　　　　　　　　　　　～もっと深めたい人のために「応用編」～
　　　　　＊午前の部、午後の部どちらでも参加自由
▽ところ　健康ふれあいセンター元気館
▽定　員　先着100人
▽申込期限　11月21日（金）
■申込・問　地域包括支援センター☎32・0555　FAX35・1555

　協会けんぽに加入している40歳～74
歳の被扶養者の人も、市で実施している
集団健診（特定健診）を受診できます。受

協会けんぽ（社会保険）加入の皆さんへ 特定健診を受診しましょう
診するには協会けんぽが発行している
「受診券」が必要です。発行の申請は、協
会けんぽ高知支部（☎088・820・6020）

までお問い合わせください。
健診のお申し込みは、事前に「元気館」
（☎32・0300）までご連絡ください。

「食育実践カリキュラム」について③
　3月に策定した「食育実践カリキュラム」は、乳幼児期から15歳までの子どもたち
が、命のもとである栄養の摂り方や生きる力となる食習慣についての知識を身につ
け、実践するためにご家庭や地域、保育所、学校、職域で共に取り組む活動について
まとめたものです。
　ご家庭で取り組んでいただきたい内容について、３回シリーズでお伝えします！

目標③３食食べて「健康食育」
6カ月～1歳2カ月 2歳 3歳 4歳 5歳 ６・７歳 ８・９歳 １０・１１歳 １２～１５歳１歳３カ月

～2歳未満

いろいろな食材・味付けで調理する

時間を決めて１日
３食食事をする

「早寝・早起き・朝ごはん」に取り組む

給食献立表を利用し、栄養バランスを学ぶ

よく噛んで食べるよう
働きかける

噛むことや飲み込みの発達に合
わせた食品を使ったり調理方法
を工夫する

子どもの欲しがるダ
イニングで授乳する
（授乳期） １食の食事に赤・黄・

綠をそろえてバラン
スの良い食事にする

一緒に噛むまねをして見せた
りして、噛むことの大切さを知
らせる

毎食「主食・主菜・副菜」
をそろえたバランスの良い
食事にする



広報あき　平成26年11月 広報あき　平成26年11月 1213 DV相談窓口を開設しています。■問　福祉事務所☎35・1009　→　 →　▽とき　毎月第2・4金曜日10～15時　▽ところ　安芸市社会福祉センター

①2014.10.14　ｉ

○乳幼児健診
■問　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300

○あきっ子あつまれ！
■問　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300

3～4カ月児健診
▽と　き　11月25日（火）15時～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成26年7月生まれ
　　　　　（個別通知します）

すくすく広場
（計測・栄養相談・交流）

あきっ子広場
（ボランティアと一緒に遊ぼう！託児もあります）

9～10カ月児健診
▽と　き　11月11日（火）14時30分～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成26年1月生まれ
　　　　　（個別通知します）

1歳6カ月児健診
▽と　き　11月25日（火）13時～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成25年2月生まれ
　　　　　（個別通知します）

3歳児健診

▽と　き　11月5日（水）10時30分～12時
　　　　　時間内ならいつでもどうぞ！ 
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽持ち物　母子健康手帳、バスタオル、おむつ
▽対象者　乳幼児とその保護者、妊婦

ママリフレッシュ講座

　高校生の「ふれあい体験学習」として、高校生と
子育てボランティアがお子さんをお預かりさせてい
ただき、その間に講座を行います。お気軽にご利用
ください。
＊オムツやミルク、白湯、バスタオルなど、お子さ
んに必要なものはお持ちください。
＊広報やホームページなどに活動の様子をご紹介さ
せていただくことがあります。ご理解とご協力を
お願いします。

○子育て講座
▽と　き　11月12日（水）10時45分集合～12時
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　乳幼児とその保護者（定員15組）
▽講　師　高塚　智行さん（県立あき総合病院）

地域子育て支援センター
■問　地域子育て支援センター
　　　（安芸保育所内）☎35・2377

○保育室・園庭開放 ○巡回体験入園・巡回相談

○なかよし広場

おもちゃ図書館はとぽっぽ

○体験入園

《給食試食会》《給食試食会》

○一時保育をしています（安芸保育所）

○電話相談・面接相談

▽と　き　12月９日（火）
▽申　込　12月４日（木）締切
▽定　員　０歳～1歳まで　５人
▽食　費　300円

子育て information

　月に一回、地域の保育所で開催し
ています。絵本や手作りおもちゃが
あるので、ぜひ遊びに来てください。
▽と　き　１１月20日（木）
　　　　　（体験入園：10時～11時30分）
　　　　　（相談：13時30分～15時30分）
▽ところ　井ノ口保育所

　子育て仲間との交流の場として、元気館のホール
で親子で楽しめる広場を開催しています。

　保護者の一時的な就労や疾病、入院などにより一
時的に家庭での保育が困難となる場合や、保護者の
育児疲れの解消など、家庭での子育ての負担を軽減
するためにお子さんを一時的にお預かりします。
（利用申込・面接が必要です。）
▽対象児童　安芸市在住の満1歳～就学前まで
▽定　　員　1日あたり5人
▽利用時間　平日（土、日、祝日を除く）

半日(８時30分～12時30分または12
時30分～16時30分)

　　　　　　1日（8時30分～16時30分）
▽利用日数　1カ月あたり14日以内
▽利用料　　半日1,000円　1日2,000円
■問　安芸保育所☎35・2377

　子育てを1人で頑張っていませんか？みんな悩みな
がらも子育てしていることに共感したり、子育てが楽
しくなるように、悩みを話せる子育て仲間や子どもた
ちの出会いの場としてお気軽にご利用ください。

　安芸保育所の保育室や園庭を開放しています。
子ども同士、保護者同士のふれあいの場として
ご利用ください。
▽と　き　平日９時～16時

○体験入園『お話会～甘え子育て～』
▽と　き　11月18日（火）10時45分集合～12時
▽ところ　地域子育て支援センター（安芸保育所内）
▽対象者　乳幼児とその保護者（定員10組）
▽講　師　矢部　志保子さん

○おやつづくり『いももち』
▽と　き　11月28日（金）10時55分集合～12時

20分
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　乳幼児とその保護者（定員10組）
▽持ち物　エプロン、三角巾、手ふきタオル

■問・申込　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300

▽と　き　11月４日（火）、６日（木）、11日（火）、
　　　　　18日（火）、25日（火）、27日（木）
　　　　　９時～12時
▽ところ　安芸保育所
▽持ち物　着替え、お茶、タオル、帽子など

11月普通食

12月離乳食

▽と　き　11月11日（火）
▽申　込　11月６日（木）締切
▽定　員　１歳～就学前まで　10人
▽食　費　300円

▽と　き　11月11日（火）13時～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成23年7月生まれ
　　　　　（個別通知します）

▽と　き　11月11日（火）13時～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成23年7月生まれ
　　　　　（個別通知します）

　11月28日（金）に予定していた『あきっ子広
場』は都合によりお休みさせていただきます。ご
迷惑をおかけしますが、ご了承ください。
　次回は12月25日（木）10～12時なかよし広場
と同時開催いたします。　おもちゃを仲立ちにして親子のふれあいの大切さ、

関わり方についてのお話しです。それぞれの年齢に
あったおもちゃの紹介もあります。
▽と　き　11月13日（木）10時～12時
▽ところ　健康ふれあいセンター『元気館』

　おもちゃを仲立ちにして親子のふれあいの大切さ、
関わり方についてのお話しです。それぞれの年齢に
あったおもちゃの紹介もあります。
▽と　き　11月13日（木）10時～12時
▽ところ　健康ふれあいセンター『元気館』

育児の悩みなどお気軽にご相談ください。
面接相談の際は事前にご連絡ください。
▽と　き　平日9時～16時

育児の悩みなどお気軽にご相談ください。
面接相談の際は事前にご連絡ください。
▽と　き　平日9時～16時

■問　市民課市民係☎35・1001

保　護　者 性別 赤ちゃん 誕生日

【安　芸】河添　佑・亜弥　　　女　　琉花　　9月 2 日
　　　　　田村　昌士・真樹子　男　　悠馬　　9月11日
　　　　　本田　洋平・くるみ　男　　幸樹　　9月23日
【川　北】佐藤　信夫・多江　　男　　信太郎　9月19日
【井ノ口】小原　悠次・優理　　男　　結斗　　9月24日
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広報あき　平成26年11月 広報あき　平成26年11月 1213 DV相談窓口を開設しています。■問　福祉事務所☎35・1009　→　 →　▽とき　毎月第2・4金曜日10～15時　▽ところ　安芸市社会福祉センター

①2014.10.14　ｉ

○乳幼児健診
■問　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300

○あきっ子あつまれ！
■問　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300

3～4カ月児健診
▽と　き　11月25日（火）15時～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成26年7月生まれ
　　　　　（個別通知します）

すくすく広場
（計測・栄養相談・交流）

あきっ子広場
（ボランティアと一緒に遊ぼう！託児もあります）

9～10カ月児健診
▽と　き　11月11日（火）14時30分～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成26年1月生まれ
　　　　　（個別通知します）

1歳6カ月児健診
▽と　き　11月25日（火）13時～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成25年2月生まれ
　　　　　（個別通知します）

3歳児健診

▽と　き　11月5日（水）10時30分～12時
　　　　　時間内ならいつでもどうぞ！ 
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽持ち物　母子健康手帳、バスタオル、おむつ
▽対象者　乳幼児とその保護者、妊婦

ママリフレッシュ講座

　高校生の「ふれあい体験学習」として、高校生と
子育てボランティアがお子さんをお預かりさせてい
ただき、その間に講座を行います。お気軽にご利用
ください。
＊オムツやミルク、白湯、バスタオルなど、お子さ
んに必要なものはお持ちください。
＊広報やホームページなどに活動の様子をご紹介さ
せていただくことがあります。ご理解とご協力を
お願いします。

○子育て講座
▽と　き　11月12日（水）10時45分集合～12時
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　乳幼児とその保護者（定員15組）
▽講　師　高塚　智行さん（県立あき総合病院）

地域子育て支援センター
■問　地域子育て支援センター
　　　（安芸保育所内）☎35・2377

○保育室・園庭開放 ○巡回体験入園・巡回相談

○なかよし広場

おもちゃ図書館はとぽっぽ

○体験入園

《給食試食会》《給食試食会》

○一時保育をしています（安芸保育所）

○電話相談・面接相談

▽と　き　12月９日（火）
▽申　込　12月４日（木）締切
▽定　員　０歳～1歳まで　５人
▽食　費　300円

子育て information

　月に一回、地域の保育所で開催し
ています。絵本や手作りおもちゃが
あるので、ぜひ遊びに来てください。
▽と　き　１１月20日（木）
　　　　　（体験入園：10時～11時30分）
　　　　　（相談：13時30分～15時30分）
▽ところ　井ノ口保育所

　子育て仲間との交流の場として、元気館のホール
で親子で楽しめる広場を開催しています。

　保護者の一時的な就労や疾病、入院などにより一
時的に家庭での保育が困難となる場合や、保護者の
育児疲れの解消など、家庭での子育ての負担を軽減
するためにお子さんを一時的にお預かりします。
（利用申込・面接が必要です。）
▽対象児童　安芸市在住の満1歳～就学前まで
▽定　　員　1日あたり5人
▽利用時間　平日（土、日、祝日を除く）

半日(８時30分～12時30分または12
時30分～16時30分)

　　　　　　1日（8時30分～16時30分）
▽利用日数　1カ月あたり14日以内
▽利用料　　半日1,000円　1日2,000円
■問　安芸保育所☎35・2377

　子育てを1人で頑張っていませんか？みんな悩みな
がらも子育てしていることに共感したり、子育てが楽
しくなるように、悩みを話せる子育て仲間や子どもた
ちの出会いの場としてお気軽にご利用ください。

　安芸保育所の保育室や園庭を開放しています。
子ども同士、保護者同士のふれあいの場として
ご利用ください。
▽と　き　平日９時～16時

○体験入園『お話会～甘え子育て～』
▽と　き　11月18日（火）10時45分集合～12時
▽ところ　地域子育て支援センター（安芸保育所内）
▽対象者　乳幼児とその保護者（定員10組）
▽講　師　矢部　志保子さん

○おやつづくり『いももち』
▽と　き　11月28日（金）10時55分集合～12時

20分
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　乳幼児とその保護者（定員10組）
▽持ち物　エプロン、三角巾、手ふきタオル

■問・申込　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300

▽と　き　11月４日（火）、６日（木）、11日（火）、
　　　　　18日（火）、25日（火）、27日（木）
　　　　　９時～12時
▽ところ　安芸保育所
▽持ち物　着替え、お茶、タオル、帽子など

11月普通食

12月離乳食

▽と　き　11月11日（火）
▽申　込　11月６日（木）締切
▽定　員　１歳～就学前まで　10人
▽食　費　300円

▽と　き　11月11日（火）13時～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成23年7月生まれ
　　　　　（個別通知します）

▽と　き　11月11日（火）13時～
▽ところ　健康ふれあいセンター「元気館」
▽対象者　平成23年7月生まれ
　　　　　（個別通知します）

　11月28日（金）に予定していた『あきっ子広
場』は都合によりお休みさせていただきます。ご
迷惑をおかけしますが、ご了承ください。
　次回は12月25日（木）10～12時なかよし広場
と同時開催いたします。　おもちゃを仲立ちにして親子のふれあいの大切さ、

関わり方についてのお話しです。それぞれの年齢に
あったおもちゃの紹介もあります。
▽と　き　11月13日（木）10時～12時
▽ところ　健康ふれあいセンター『元気館』

　おもちゃを仲立ちにして親子のふれあいの大切さ、
関わり方についてのお話しです。それぞれの年齢に
あったおもちゃの紹介もあります。
▽と　き　11月13日（木）10時～12時
▽ところ　健康ふれあいセンター『元気館』

育児の悩みなどお気軽にご相談ください。
面接相談の際は事前にご連絡ください。
▽と　き　平日9時～16時

育児の悩みなどお気軽にご相談ください。
面接相談の際は事前にご連絡ください。
▽と　き　平日9時～16時

■問　市民課市民係☎35・1001

保　護　者 性別 赤ちゃん 誕生日

【安　芸】河添　佑・亜弥　　　女　　琉花　　9月 2 日
　　　　　田村　昌士・真樹子　男　　悠馬　　9月11日
　　　　　本田　洋平・くるみ　男　　幸樹　　9月23日
【川　北】佐藤　信夫・多江　　男　　信太郎　9月19日
【井ノ口】小原　悠次・優理　　男　　結斗　　9月24日
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広報あき　平成26年11月 広報あき　平成26年11月 1415 お買い物は安芸市内でしましょう。

②2014.10.21　ｉ

お買い物は安芸市内でしましょう。

みんなで受けよう『がん検診』

　がんは誰でもかかる可能性があります。安芸市では４
人に1人ががんで亡くなっています。
早期のがんは自覚症状がありません。がん検診は、症状
がない時に受けることが大切です。がんは早く見つかる
ほど治る確率が高く、早く見つかれば決して怖くない病
気です。

■問　健康ふれあいセンター「元気館」
　☎32・0300

児
童
虐
待
な
ど
気
に
な
る
子

ど
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を
発
見
し
た
ら
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談
を

「
子
ど
も
の
様
子
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か
し
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」

「
虐
待
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も
？
」
と
感
じ
た
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、
連

絡
や
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談
を
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て
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だ
さ
い
。
あ
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思
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や
保
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▽
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「
し
つ
け
」
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「
虐
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」
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す
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子
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①
身
体
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▽
連
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方
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決
ま
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は
あ
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ま
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話
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F
A
X
、
メ
ー
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で
も
構
い
ま
せ
ん
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※
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ま
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不
明
な
点
が
あ

っ
て
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
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堅
く
守
ら
れ
ま

す
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虐
待
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事
実
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な
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分
か
っ

て
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わ
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ま
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▽
子
育
て
中
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皆
さ
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い
ら
い
ら
し
て
、
つ
い
き
つ
く
叱
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た
り
、
叩
い
た
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し
て
い
ま
せ
ん

か
。
「
こ
の
ま
ま
で
は
、
虐
待
し
て

し
ま
う
の
で
は
」
と
悩
ん
で
い
ま
せ

健康どあっぷ教室　参加者募集！
■問・申込　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300

11月は児童虐待防止推進月間です
「ためらわず  知らせてつなぐ  命の輪」■問　福祉事務所こども係☎35・1009

▽
募
集
期
間
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火
）
〜
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日

（
月
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8
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分
（
土
・

日
曜
日
、
昼
休
み
は
除
く
）

▽
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①
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③
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と
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同
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人
B
　
市
の
小
集
落
地
区
改
良
事
業

に
よ
る
区
域
内
に
お
い
て
災
害

に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
人

C
　
B
の
区
域
内
に
居
住
し
、
か

つ
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る
人

D
　
A
〜
C
該
当
の
応
募
が
な
い

場
合
は
、
①
〜
⑤
に
該
当
す
る

人
（
た
だ
し
家
賃
は
市
営
住
宅

算
定
基
準
に
基
づ
く
家
賃
に
な

り
ま
す
）

＊
今
回
募
集
す
る
改
良
住
宅
は
60

歳
以
上
、
身
体
障
害
者
な
ど
に

限
り
同
居
親
族
の
な
い
人
で
も

入
居
で
き
ま
す
。

▽
入
居
が
決
定
し
た
ら

・
敷
金
（
家
賃
の
3
カ
月
分
）

・
連
帯
保
証
人
2
人
（
家
賃
72
カ

月
分
以
上
の
収
入
の
あ
る
65
歳

以
下
）
が
必
要
で
す
。

■問　財産管理課住宅係☎35・1013

〔間取り例-安芸東団地〕

～住宅見学できます～

がん検診、後回しにしないで！
　少ない費用（0円～1,000円）で受診できる集団検診
があります。（70歳以上は全て無料！）
＊詳しい時間や場所などは、健康カレンダーを見ていた
だくか、元気館までごお問い合わせください。

安芸市のがん検診はこんなにお得です！

肺がん検診（胸部X線検査）
（対象）40歳以上の男女
（時期）年に1回
（費用）無料
（日程）特定健診と同じ日
　　　　　12月7日、8日
（場所）元気館など

子宮頸がん検診（細胞診検査）
（対象）20歳以上の女性
（時期）2年に1回
（費用）600円
（日程）12月7日、8日、1月6日、7日
（場所）元気館

前立腺がん検診（採血）
（対象）50歳以上の男性
（時期）年に1回
（費用）600円
（日程）特定健診と同じ日
（場所）元気館など

大腸がん検診（検便）
（対象）40歳以上の男女
（時期）年に1回
（費用）500円
（説明日）12月7日、8日、 1月15日
（場所）元気館、公民館など

胃がん検診（胃部X線検査）
（対象）40歳以上の男女
（時期）年に1回
（費用）900円
（日程）11月16日、17日、
　　　　12月7日、8日
（場所）元気館

乳がん検診（乳房X線検査）

無料
クーポン
あり

今年度41歳、46歳、51
歳、56歳、61歳になる人
には、無料クーポンを送付

しています。

無料
クーポン
あり

平成5年4月2日～平成6年4
月1日生まれの人と、平成21
年～24年度に配布したクー
ポンを未使用の人には、無料
クーポンを送付しています。

無料
クーポン
あり

昭和48年4月2日～昭和49年4月1日
生まれの人と、平成21年～24年度に
配布したクーポンを未使用の人には、
無料クーポンを送付しています。

（対象）40歳以上の女性
（時期）2年に1回
（費用）1,000円
（日程）12月7日、8日、1月6日、7日
（場所）元気館

日程

11月6日
（木）

13：30～14：50
受付13：00～

「元気館」
健診待合
ホール

先着30人

12月11日
（木）

時間 場所 内容 定員 持ち物
「気軽に！楽しく！運動習慣」
体組成計による体脂肪測定
ができます。メタボ解消や筋
力アップ、疲労回復などに効
果的な運動をお教えします！

「おいしく上手に減塩生活」
みそ汁の塩分濃度測定とお
すすめ濃度のみそ汁の試飲
を行います！

筆記用具、タオ
ル、水分、運動の
できる服装、老
眼鏡

筆記用具、老眼
鏡、いつも食べ
ているみそ汁

団地名

市営住宅
安芸東団地
2号棟

（清水ケ丘中南）

清和町3番団地
（安芸中高校西）

宝永町8番団地
（県立あき総合病院南）
福井ケ内団地
（JA北支所西）

昭和61年
106
204
303

15,000～
39,800円

8,000円

8,000円

8,000円

B3-4

6

1-2

3

平成元年

昭和58年

昭和57年

1

1

1

3DK　
（バランス
釜風呂）

駐車場1台あり
別契約
中学校近く

団地
タイプ

2階建

駐車場なし
端部屋

駐車場なし
閑静な住宅地

駐車場なし
病院・スーパー近く

4DK

4DK

二戸一
4DK

改良住宅
＊右3団地は
単身入居可

建設年 募集
戸数 号数 家賃 部屋数など 　いつまでも若々しく、健康な身体を

目指して一緒に始めませんか？この教
室では、あなたの生活ですぐにできる
健康づくりの“お得な”情報をお教え
します。
＊両日ともに受付終了後、血圧・体重・腹
囲測定を行います。測定のしやすい服装
でお越しください。
＊元気館までお電話でお申し込みください。

オレンジリボンには「子ども虐待防止」のメッセージが込められています。
１２月７日(日)、８日(月)は肺がん・胃がん・大腸がん・乳がん・
子宮頸がん検診が一度に受診出来ます！　

ん
か
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
は
誰
か

に
話
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
気
持

ち
が
軽
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
相
談
・
連
絡
先

○
福
祉
事
務
所
こ
ど
も
係
　
　

　
☎
35
・
1
0
0
9

　
F
A
X
35
・
1
0
2
8

　
メ
ー
ル

　
　kodom

o@
city.aki.kochi.jp

○
安
芸
市
家
庭
児
童
相
談
室

　
☎
・
F
A
X
35
・
2
9
2
0

＊
休
日
、
夜
間
の
場
合
は
、
市
役
所

代
表
☎
34
･
1
1
1
1

＊
事
件
性
の
あ
る
場
合
は
、
迷
わ
ず

警
察
（
1
1
0
番
）
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
緊
急
の
場
合
は
、
高
知
県
中
央
児

童
相
談
所
（
☎
0
8
8
・

8
6
6
・
6
7
9
1
）
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

市営住宅入居者募集

両日ともに
受講できる人
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お買い物は安芸市内でしましょう。

みんなで受けよう『がん検診』

　がんは誰でもかかる可能性があります。安芸市では４
人に1人ががんで亡くなっています。
早期のがんは自覚症状がありません。がん検診は、症状
がない時に受けることが大切です。がんは早く見つかる
ほど治る確率が高く、早く見つかれば決して怖くない病
気です。

■問　健康ふれあいセンター「元気館」
　☎32・0300

児
童
虐
待
な
ど
気
に
な
る
子

ど
も
を
発
見
し
た
ら
相
談
を

「
子
ど
も
の
様
子
が
お
か
し
い
な
」

「
虐
待
か
も
？
」
と
感
じ
た
ら
、
連

絡
や
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な

た
の
一
報
が
苦
し
い
思
い
を
し
て
い

る
子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
支
援
に
つ

な
が
り
ま
す
。

▽
児
童
虐
待
と
は

　
「
し
つ
け
」
と
「
虐
待
」
は
違
い

ま
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
身
体
や
心

に
「
苦
痛
」
を
与
え
る
こ
と
が
「
虐

待
」
に
な
り
ま
す
。
次
の
４
つ
に
分

類
さ
れ
ま
す
が
、
単
独
で
は
な
く
重

複
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

①
身
体
的
虐
待

②
性
的
虐
待

③
心
理
的
虐
待

④
養
育
放
棄
・
怠
慢
（
ネ
グ
レ
ク

ト
）

▽
連
絡
の
方
法

　
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
電
話
や

F
A
X
、
メ
ー
ル
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

※
時
間
を
か
け
て
情
報
収
集
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
明
な
点
が
あ

っ
て
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
者
の
情
報
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
。
虐
待
の
事
実
が
な
い
と
分
か
っ

て
も
責
任
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。

▽
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
へ

　
い
ら
い
ら
し
て
、
つ
い
き
つ
く
叱

っ
た
り
、
叩
い
た
り
し
て
い
ま
せ
ん

か
。
「
こ
の
ま
ま
で
は
、
虐
待
し
て

し
ま
う
の
で
は
」
と
悩
ん
で
い
ま
せ

健康どあっぷ教室　参加者募集！
■問・申込　健康ふれあいセンター「元気館」☎32・0300

11月は児童虐待防止推進月間です
「ためらわず  知らせてつなぐ  命の輪」■問　福祉事務所こども係☎35・1009

▽
募
集
期
間

　
11
月
4
日
（
火
）
〜
17
日

（
月
）

　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
土
・

日
曜
日
、
昼
休
み
は
除
く
）

▽
入
居
資
格

①
同
居
の
親
族
が
あ
る
こ
と

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

③
収
入
基
準
に
適
合
す
る
こ
と

④
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

⑤
申
込
者
ま
た
は
同
居
者
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と

○
改
良
住
宅
は
①
〜
⑤
に
加
え
、

A
〜
D
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

A
　
国
の
小
集
落
地
区
改
良
事
業

の
施
行
に
伴
い
住
宅
を
失
っ
た

人
B
　
市
の
小
集
落
地
区
改
良
事
業

に
よ
る
区
域
内
に
お
い
て
災
害

に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
人

C
　
B
の
区
域
内
に
居
住
し
、
か

つ
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る
人

D
　
A
〜
C
該
当
の
応
募
が
な
い

場
合
は
、
①
〜
⑤
に
該
当
す
る

人
（
た
だ
し
家
賃
は
市
営
住
宅

算
定
基
準
に
基
づ
く
家
賃
に
な

り
ま
す
）

＊
今
回
募
集
す
る
改
良
住
宅
は
60

歳
以
上
、
身
体
障
害
者
な
ど
に

限
り
同
居
親
族
の
な
い
人
で
も

入
居
で
き
ま
す
。

▽
入
居
が
決
定
し
た
ら

・
敷
金
（
家
賃
の
3
カ
月
分
）

・
連
帯
保
証
人
2
人
（
家
賃
72
カ

月
分
以
上
の
収
入
の
あ
る
65
歳

以
下
）
が
必
要
で
す
。

■問　財産管理課住宅係☎35・1013

〔間取り例-安芸東団地〕

～住宅見学できます～

がん検診、後回しにしないで！
　少ない費用（0円～1,000円）で受診できる集団検診
があります。（70歳以上は全て無料！）
＊詳しい時間や場所などは、健康カレンダーを見ていた
だくか、元気館までごお問い合わせください。

安芸市のがん検診はこんなにお得です！

肺がん検診（胸部X線検査）
（対象）40歳以上の男女
（時期）年に1回
（費用）無料
（日程）特定健診と同じ日
　　　　　12月7日、8日
（場所）元気館など

子宮頸がん検診（細胞診検査）
（対象）20歳以上の女性
（時期）2年に1回
（費用）600円
（日程）12月7日、8日、1月6日、7日
（場所）元気館

前立腺がん検診（採血）
（対象）50歳以上の男性
（時期）年に1回
（費用）600円
（日程）特定健診と同じ日
（場所）元気館など

大腸がん検診（検便）
（対象）40歳以上の男女
（時期）年に1回
（費用）500円
（説明日）12月7日、8日、 1月15日
（場所）元気館、公民館など

胃がん検診（胃部X線検査）
（対象）40歳以上の男女
（時期）年に1回
（費用）900円
（日程）11月16日、17日、
　　　　12月7日、8日
（場所）元気館

乳がん検診（乳房X線検査）

無料
クーポン
あり

今年度41歳、46歳、51
歳、56歳、61歳になる人
には、無料クーポンを送付

しています。

無料
クーポン
あり

平成5年4月2日～平成6年4
月1日生まれの人と、平成21
年～24年度に配布したクー
ポンを未使用の人には、無料
クーポンを送付しています。

無料
クーポン
あり

昭和48年4月2日～昭和49年4月1日
生まれの人と、平成21年～24年度に
配布したクーポンを未使用の人には、
無料クーポンを送付しています。

（対象）40歳以上の女性
（時期）2年に1回
（費用）1,000円
（日程）12月7日、8日、1月6日、7日
（場所）元気館

日程

11月6日
（木）

13：30～14：50
受付13：00～

「元気館」
健診待合
ホール

先着30人

12月11日
（木）

時間 場所 内容 定員 持ち物
「気軽に！楽しく！運動習慣」
体組成計による体脂肪測定
ができます。メタボ解消や筋
力アップ、疲労回復などに効
果的な運動をお教えします！

「おいしく上手に減塩生活」
みそ汁の塩分濃度測定とお
すすめ濃度のみそ汁の試飲
を行います！

筆記用具、タオ
ル、水分、運動の
できる服装、老
眼鏡

筆記用具、老眼
鏡、いつも食べ
ているみそ汁

団地名

市営住宅
安芸東団地
2号棟

（清水ケ丘中南）

清和町3番団地
（安芸中高校西）

宝永町8番団地
（県立あき総合病院南）
福井ケ内団地
（JA北支所西）

昭和61年
106
204
303

15,000～
39,800円

8,000円

8,000円

8,000円

B3-4

6

1-2

3

平成元年

昭和58年

昭和57年

1

1

1

3DK　
（バランス
釜風呂）

駐車場1台あり
別契約
中学校近く

団地
タイプ

2階建

駐車場なし
端部屋

駐車場なし
閑静な住宅地

駐車場なし
病院・スーパー近く

4DK

4DK

二戸一
4DK

改良住宅
＊右3団地は
単身入居可

建設年 募集
戸数 号数 家賃 部屋数など 　いつまでも若々しく、健康な身体を

目指して一緒に始めませんか？この教
室では、あなたの生活ですぐにできる
健康づくりの“お得な”情報をお教え
します。
＊両日ともに受付終了後、血圧・体重・腹
囲測定を行います。測定のしやすい服装
でお越しください。
＊元気館までお電話でお申し込みください。

オレンジリボンには「子ども虐待防止」のメッセージが込められています。
１２月７日(日)、８日(月)は肺がん・胃がん・大腸がん・乳がん・
子宮頸がん検診が一度に受診出来ます！　
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で
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で
、
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に
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（
1
1
0
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い
。
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緊
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（
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0
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・
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市営住宅入居者募集

両日ともに
受講できる人
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市
長
へ
の
ご
意
見
な
ど
は

�
35
・
４
４
４
５

メ
ー
ル．．sityo@

city.aki.kochi.jp

ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書を発行します
■問　南国年金事務所☎088・864・1111 ■問　消防本部☎34・1244
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国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
や
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で

す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
必

ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
平
成
26
年
1
月
1
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
人
は
、
証
明
書
が
11
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

▽
平
成
26
年
10
月
1
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
は
、
平

成
27
年
の
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
。

＊
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
場
合
も
、
納
付
し
た
ご
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
宛
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う

え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
照

会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表

示
さ
れ
て
い
る
番
号
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
お
一
人

お
一
人
に
年
金
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に

思
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
だ
く
日
」
と

し
て
、
11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）日

を
「
年
金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
ね
ん
き
ん
定
期
便

や
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
、
ご
自
身
の

年
金
記
録
と
年
金
受
給
見
込
額
を
確

認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年

金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来

の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
ご

自
身
の
年
金
記
録
を
基
に
さ
ま
ざ
ま

な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

南
国
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
火
災
や
事
故
に
出
く
わ
し
た
り
、

人
が
倒
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
ら
、

誰
で
も
慌
て
て
し
ま
い
パ
ニ
ッ
ク
を

起
こ
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
際
は
「
ゆ
っ
く
り
　
は
っ
き
り

　
落
ち
着
い
て
」
、
局
番
な
し
の
１

１
９
番
に
電
話
を
か
け
て
消
防
車
か

救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。
次
の
５

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

①
火
災
か
救
急
か

　
火
事
か
救
急
か
と
聞
か
れ
た
ら
、

「
火
事
で
す
」ま
た
は「
救
急
で
す
」

と
は
っ
き
り
答
え
る
。
　

②
場
所

　
住
所
は
正
し
く
詳
し
く
言
う
。
分

か
ら
な
け
れ
ば
目
印
と
な
る
建
物
や

公
園
、
交
差
点
名
な
ど
も
伝
え
る
。

（
例
）

「
○
市
○
町
○
番
地
の
○
○
宅
で
す
」

「
○
○
の
建
物
の
３
軒
と
な
り
で
す
」

③
火
災
・
事
故
な
ど
の
状
況

　
何
が
（
だ
れ
が
）
ど
う
し
た
か
を

正
確
に
分
か
り
や
す
く
言
う
。

（
例
）

「
○
○
階
建
て
の
住
宅
が
火
事
で
す
」

「
さ
っ
き
、
○
○
が
テ
レ
ビ
を
見
て

い
て
急
に
胸
を
押
さ
え
て
倒
れ
ま
し

た
」
な
ど

④
通
報
者
の
氏
名
・
連
絡
先

　
「
私
の
名
前
は
、
○
○
○
○
で
す
。

救
急
・
火
災
な
ど
は
１
１
９
番

「
ゆ
っ
く
り
　
は
っ
き
り
　
落
ち
着
い
て
」

１
１
９
番
通
報
の

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

電
話
番
号
は
、
△
△
△
ー
□
□
□
□

で
す
」
と
通
報
者
を
明
ら
か
に
す
る
。

⑤
携
帯
か
ら
の
通
報
の
場
合

　
通
報
中
は
移
動
を
ひ
か
え
る
。

（
電
波
が
途
切
れ
て
、
通
話
で
き
な

く
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
）

　
通
報
後
は
し
ば
ら
く
の
間
、
電
源

を
切
ら
ず
に
現
場
近
く
の
安
全
な
場

所
に
い
る
。

（
消
防
か
ら
詳
し
い
内
容
を
教
え
て

も
ら
う
た
め
、
折
り
返
し
電
話
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
自
分
で
連
れ
て
行
け
ま
す
が
、

今
か
ら
見
て
も
ら
え
る
病
院
を
教
え

て
く
だ
さ
い
」
や
「
サ
イ
レ
ン
が
聞

こ
え
た
け
ど
、
ど
こ
で
火
事
が
あ
っ

た
？
」
と
い
う
よ
う
な
１
１
９
番
へ

の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
１
１
９
番
は
緊
急
通
報
番
号
で
す
。

緊
急
時
以
外
は
次
の
問
い
合
わ
せ
先

へ
ご
連
絡
し
て
い
た
だ
き
、
１
１
９

番
の
適
正
な
利
用
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問

・
病
院
を
受
診
し
た
い
と
き

　
高
知
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
8
8
・
8
2
5
・
1
2
9
9

・
ど
こ
の
火
事
か
知
り
た
い
と
き

　
市
消
防
本
部（
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

　
☎
35
・
3
0
0
0

・
そ
の
他
の
問
い
合
わ
せ

　
市
消
防
本
部
（
代
表
）

　
☎
34
・
1
2
4
4

2
0
1
4
年
度
　
標
語

『
も
う
い
い
か
い
　
火
を
消
す
ま
で

は
　
ま
あ
だ
だ
よ
』

「
１
１
９
番
」
は

　
問
い
合
わ
せ
窓
口
で
は

　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

▽
物
件
の
所
在
地

○
安
芸
市
津
久
茂
町
2
5
0
3
ー
4
6
　

○
宅
地
　
処
分
面
積
2
1
8
．1
7
㎡
　
（
66
坪
）

○
居
宅
　
木
造
瓦
葺
平
屋
建
（
Ｓ
2
3
建
築
）

　
5
2
．1
7
㎡

○
浴
室
・
便
所
　
木
造
鋼
板
葺
平
屋
建
（
Ｓ
2
3
建
築
）

　
8
．8
4
㎡

○
最
低
落
札
価
格
　
3
，3
4
1
，7
2
0
円

○
条
件
　
最
低
落
札
価
格
は
家
屋
解
体
費
用
を
差
し
引
い

た
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
取
得
後
に
解
体
す
る
場
合
、

解
体
費
用
に
係
る
補
助
金
な
ど
は
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

○
参
考
　
1
5
，3
1
7
円

/
㎡
（
5
0
，5
4
6
円

/
坪
）

▽
期
間
入
札

11
月
17
日
（
月
）
9
時

〜
21
日
（
金
）
17
時

＊
成
年
被
後
見
人
も
し
く
は

被
保
佐
人
、
ま
た
は
破
産

者
で
復
権
を
得
な
い
人
は
、

入
札
者
お
よ
び
そ
の
代
理

人
に
な
れ
ま
せ
ん
。

＊
入
札
要
綱
は
、
財
産
管
理

課
で
配
布
し
ま
す
。

年末調整・確定申告まで大切に保管を！

証
明
書
が
送
付
さ
れ
る
時
期

解雇や倒産などで離職した人には、国保税の軽減制度があります
■問　市民課国保年金係☎35・1002

　
解
雇
や
倒
産
な
ど
に
よ
る
離
職
に
よ
り
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
た
人
に
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度
が

あ
り
ま
す
。
軽
減
を
受
け
る
に
は
必
ず
申
請
が
必
要
で
す
。

ま
た
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
と
軽
減
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
19
歳
以
上
の
国
保
の
人
は
、
収
入
が
な

く
て
も
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告
が
お
済
み
に
な
っ
て
い

な
い
人
は
、
至
急
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
軽
減
制
度
の
対
象
と
な
る
人
は
？

次
の
①
〜
③
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
人
で
す
。

①
平
成
21
年
3
月
31
日
以
降
に
離
職 

②
離
職
日
の
時
点
で
65
歳
未
満 

③
倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
（
注
） 

＊
（
注
）
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
」
の
第
1
面
「
離
職
理
由
」
欄
に
次
の
コ
ー
ド
が

記
載
さ
れ
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

○
軽
減
内
容
と
期
間
は
？

　
国
民
健
康
保
険
税
は
前
年
の
所
得
で
算
定
し
て
い
ま
す
。

軽
減
を
行
う
と
、
前
年
の
給
与
所
得
を
3
0
/
1
0
0
と

し
て
算
定
し
ま
す
。
軽
減
の
期
間
は
離
職
日
の
翌
日
か
ら

翌
年
度
末
ま
で
で
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の
は
？

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
も
ら
え
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

・
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
が
証
明
で
き
る
も
の

・
印
鑑

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

解
雇

天
災
な
ど
の
理
由
に
よ
り
事
業
の
継
続
が
不
可
能
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
解
雇

雇
止
め
（
雇
用
期
間
３
年
以
上
、
雇
止
め
通
知
あ
り
）

雇
止
め
（
雇
用
期
間
３
年
未
満
、
契
約
更
新
明
示
あ
り
）

期
間
満
了
（
雇
用
期
間
３
年
未
満
、
契
約
更
新
明
示
な
し
）

事
業
主
の
働
き
か
け
に
よ
る
正
当
な
理
由
の
あ
る

自
己
都
合
退
職

事
業
所
移
転
な
ど
に
伴
う
正
当
な
理
由
の
あ
る

自
己
都
合
退
職

正
当
な
理
由
の
あ
る
自
己
都
合
退
職

正
当
な
理
由
の
あ
る
自
己
都
合
退
職

（
被
保
険
者
期
間
12
カ
月
未
満
）

111221222331323334
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AKI CITY NEWS

　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
や
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で

す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
必

ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
平
成
26
年
1
月
1
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
人
は
、
証
明
書
が
11
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

▽
平
成
26
年
10
月
1
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
は
、
平

成
27
年
の
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
。

＊
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
場
合
も
、
納
付
し
た
ご
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
宛
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う

え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
照

会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表

示
さ
れ
て
い
る
番
号
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
お
一
人

お
一
人
に
年
金
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に

思
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
だ
く
日
」
と

し
て
、
11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）日

を
「
年
金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
ね
ん
き
ん
定
期
便

や
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
、
ご
自
身
の

年
金
記
録
と
年
金
受
給
見
込
額
を
確

認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年

金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来

の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
ご

自
身
の
年
金
記
録
を
基
に
さ
ま
ざ
ま

な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

南
国
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
火
災
や
事
故
に
出
く
わ
し
た
り
、

人
が
倒
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
ら
、

誰
で
も
慌
て
て
し
ま
い
パ
ニ
ッ
ク
を

起
こ
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
際
は
「
ゆ
っ
く
り
　
は
っ
き
り

　
落
ち
着
い
て
」
、
局
番
な
し
の
１

１
９
番
に
電
話
を
か
け
て
消
防
車
か

救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。
次
の
５

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

①
火
災
か
救
急
か

　
火
事
か
救
急
か
と
聞
か
れ
た
ら
、

「
火
事
で
す
」ま
た
は「
救
急
で
す
」

と
は
っ
き
り
答
え
る
。
　

②
場
所

　
住
所
は
正
し
く
詳
し
く
言
う
。
分

か
ら
な
け
れ
ば
目
印
と
な
る
建
物
や

公
園
、
交
差
点
名
な
ど
も
伝
え
る
。

（
例
）

「
○
市
○
町
○
番
地
の
○
○
宅
で
す
」

「
○
○
の
建
物
の
３
軒
と
な
り
で
す
」

③
火
災
・
事
故
な
ど
の
状
況

　
何
が
（
だ
れ
が
）
ど
う
し
た
か
を

正
確
に
分
か
り
や
す
く
言
う
。

（
例
）

「
○
○
階
建
て
の
住
宅
が
火
事
で
す
」

「
さ
っ
き
、
○
○
が
テ
レ
ビ
を
見
て

い
て
急
に
胸
を
押
さ
え
て
倒
れ
ま
し

た
」
な
ど

④
通
報
者
の
氏
名
・
連
絡
先

　
「
私
の
名
前
は
、
○
○
○
○
で
す
。

救
急
・
火
災
な
ど
は
１
１
９
番

「
ゆ
っ
く
り
　
は
っ
き
り
　
落
ち
着
い
て
」

１
１
９
番
通
報
の

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

電
話
番
号
は
、
△
△
△
ー
□
□
□
□

で
す
」
と
通
報
者
を
明
ら
か
に
す
る
。

⑤
携
帯
か
ら
の
通
報
の
場
合

　
通
報
中
は
移
動
を
ひ
か
え
る
。

（
電
波
が
途
切
れ
て
、
通
話
で
き
な

く
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
）

　
通
報
後
は
し
ば
ら
く
の
間
、
電
源

を
切
ら
ず
に
現
場
近
く
の
安
全
な
場

所
に
い
る
。

（
消
防
か
ら
詳
し
い
内
容
を
教
え
て

も
ら
う
た
め
、
折
り
返
し
電
話
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
自
分
で
連
れ
て
行
け
ま
す
が
、

今
か
ら
見
て
も
ら
え
る
病
院
を
教
え

て
く
だ
さ
い
」
や
「
サ
イ
レ
ン
が
聞

こ
え
た
け
ど
、
ど
こ
で
火
事
が
あ
っ

た
？
」
と
い
う
よ
う
な
１
１
９
番
へ

の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
１
１
９
番
は
緊
急
通
報
番
号
で
す
。

緊
急
時
以
外
は
次
の
問
い
合
わ
せ
先

へ
ご
連
絡
し
て
い
た
だ
き
、
１
１
９

番
の
適
正
な
利
用
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問

・
病
院
を
受
診
し
た
い
と
き

　
高
知
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
8
8
・
8
2
5
・
1
2
9
9

・
ど
こ
の
火
事
か
知
り
た
い
と
き

　
市
消
防
本
部（
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

　
☎
35
・
3
0
0
0

・
そ
の
他
の
問
い
合
わ
せ

　
市
消
防
本
部
（
代
表
）

　
☎
34
・
1
2
4
4

2
0
1
4
年
度
　
標
語

『
も
う
い
い
か
い
　
火
を
消
す
ま
で

は
　
ま
あ
だ
だ
よ
』

「
１
１
９
番
」
は

　
問
い
合
わ
せ
窓
口
で
は

　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

▽
物
件
の
所
在
地

○
安
芸
市
津
久
茂
町
2
5
0
3
ー
4
6
　

○
宅
地
　
処
分
面
積
2
1
8
．1
7
㎡
　
（
66
坪
）

○
居
宅
　
木
造
瓦
葺
平
屋
建
（
Ｓ
2
3
建
築
）

　
5
2
．1
7
㎡

○
浴
室
・
便
所
　
木
造
鋼
板
葺
平
屋
建
（
Ｓ
2
3
建
築
）

　
8
．8
4
㎡

○
最
低
落
札
価
格
　
3
，3
4
1
，7
2
0
円

○
条
件
　
最
低
落
札
価
格
は
家
屋
解
体
費
用
を
差
し
引
い

た
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
取
得
後
に
解
体
す
る
場
合
、

解
体
費
用
に
係
る
補
助
金
な
ど
は
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

○
参
考
　
1
5
，3
1
7
円

/
㎡
（
5
0
，5
4
6
円

/
坪
）

▽
期
間
入
札

11
月
17
日
（
月
）
9
時

〜
21
日
（
金
）
17
時

＊
成
年
被
後
見
人
も
し
く
は

被
保
佐
人
、
ま
た
は
破
産

者
で
復
権
を
得
な
い
人
は
、

入
札
者
お
よ
び
そ
の
代
理

人
に
な
れ
ま
せ
ん
。

＊
入
札
要
綱
は
、
財
産
管
理

課
で
配
布
し
ま
す
。

年末調整・確定申告まで大切に保管を！

証
明
書
が
送
付
さ
れ
る
時
期

解雇や倒産などで離職した人には、国保税の軽減制度があります
■問　市民課国保年金係☎35・1002

　
解
雇
や
倒
産
な
ど
に
よ
る
離
職
に
よ
り
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
た
人
に
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度
が

あ
り
ま
す
。
軽
減
を
受
け
る
に
は
必
ず
申
請
が
必
要
で
す
。

ま
た
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
と
軽
減
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
19
歳
以
上
の
国
保
の
人
は
、
収
入
が
な

く
て
も
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告
が
お
済
み
に
な
っ
て
い

な
い
人
は
、
至
急
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
軽
減
制
度
の
対
象
と
な
る
人
は
？

次
の
①
〜
③
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
人
で
す
。

①
平
成
21
年
3
月
31
日
以
降
に
離
職 

②
離
職
日
の
時
点
で
65
歳
未
満 

③
倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
（
注
） 

＊
（
注
）
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
」
の
第
1
面
「
離
職
理
由
」
欄
に
次
の
コ
ー
ド
が

記
載
さ
れ
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

○
軽
減
内
容
と
期
間
は
？

　
国
民
健
康
保
険
税
は
前
年
の
所
得
で
算
定
し
て
い
ま
す
。

軽
減
を
行
う
と
、
前
年
の
給
与
所
得
を
3
0
/
1
0
0
と

し
て
算
定
し
ま
す
。
軽
減
の
期
間
は
離
職
日
の
翌
日
か
ら

翌
年
度
末
ま
で
で
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の
は
？

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
も
ら
え
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

・
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
が
証
明
で
き
る
も
の

・
印
鑑

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

解
雇

天
災
な
ど
の
理
由
に
よ
り
事
業
の
継
続
が
不
可
能
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
解
雇

雇
止
め
（
雇
用
期
間
３
年
以
上
、
雇
止
め
通
知
あ
り
）

雇
止
め
（
雇
用
期
間
３
年
未
満
、
契
約
更
新
明
示
あ
り
）

期
間
満
了
（
雇
用
期
間
３
年
未
満
、
契
約
更
新
明
示
な
し
）

事
業
主
の
働
き
か
け
に
よ
る
正
当
な
理
由
の
あ
る

自
己
都
合
退
職

事
業
所
移
転
な
ど
に
伴
う
正
当
な
理
由
の
あ
る

自
己
都
合
退
職

正
当
な
理
由
の
あ
る
自
己
都
合
退
職

正
当
な
理
由
の
あ
る
自
己
都
合
退
職

（
被
保
険
者
期
間
12
カ
月
未
満
）

111221222331323334
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安
芸
ア
ー
ト
サ
ー
ク
ル
展

最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

市
制
施
行
60
周
年
イ
ベ
ン
ト

「
ゆ
っ
た
り
キ
ラ
キ
ラ
星
空
浴
」

税
理
士
に
よ
る

　
　無
料
税
務
相
談

あ
な
た
の
会
社
、

労
働
保
険
に
入
っ
て

い
ま
す
か
？

D
V
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す

ま
ず
は
電
話
で
相
談
を
！！

「
障
害
者
雇
用
納
付

  

金
制
度
」が
改
正

　
　
　
　さ
れ
ま
す

よ
ろ
ず
相
談
会 

in 

あ
き

（
予
約
不
要
・
無
料
・
秘
密
厳
守
）

　
み
や
も
っ
ち
先
生
で
お
な
じ

み
の
宮
本
忠
男
先
生
と
一
緒
に
、

親
子
で
楽
し
く
体
を
使
っ
て
遊

び
ま
し
ょ
う
。

▽
と

　き
　
11
月
8
日
（
土
）

10
時
〜
11
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
健
康
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
「
元
気
館
」

▽
講

　師
　
N
P
O
法
人
高
知

県
幼
児
体
育
研
究
会
　
宮
本

忠
男
先
生

▽
参
加
費
　
無
料

▽
定

　員
　
親
子
30
組

▽
申
込
締
切
　
11
月
6
日（
木
）

■
問
・
申
込
　
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー

　
☎
35
・
2
3
7
7

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な

ら
れ
た
戦
没
者
の
方
々
に
追
悼

の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
戦

争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
次
世
代

に
語
り
継
ぎ
、
世
界
中
の
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
、
安
芸
市
戦

没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。
ご

遺
族
を
は
じ
め
多
数
の
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
参
列
を
お
願
い
し

ま
す
。
（
平
服
で
差
し
支
え
あ

り
ま
せ
ん
。
）

▽
と

　き
　
11
月
10
日
（
月
）

13
時
〜
受
付
、
13
時
30
分
開

会
▽
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
■
問
　
市
民
課
市
民
係

　
☎
35
・
1
0
0
1

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
と

　き
　
11
月
30
日
（
日
）

14
時
開
演

▽
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
▽
入
場
料
　
無
料

▽
内

　容
　

○
曲
「
安
芸
市
の
歌
」
「
浜
千

鳥
」
「
う
た
」
「
雨
」
「
時

代
」
ほ
か

○
ゲ
ス
ト
　
小
松
郁
子
さ
ん

（
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
）
「
小
諸

な
る
古
城
の
ほ
と
り
」
ほ
か

■
問
　
安
芸
市
民
合
唱
団

　
平
山
さ
ん
☎
35
・
2
8
8
7

　
長
澤
さ
ん
☎
34
・
2
4
5
9

　　
今
年
は
県
内
で
も
被
害
が
多

発
し
て
い
る「
振
り
込
め
詐
欺
」

が
テ
ー
マ
で
す
。

　
講
師
に
安
芸
警
察
署
員
と
東

部
教
育
事
務
所
の
職
員
を
お
招

き
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
テ
ー
マ
　
振
り
込
め
詐
欺
に

お
け
る
高
齢
者
の
人
権

○
黒
鳥
公
民
館
　
11
月
6
日

（
木
）
14
時
30
分
〜

○
市
民
会
館
　
11
月
12
日

（
水
）
19
時
〜
21
時

○
穴
内
公
民
館
　
11
月
13
日

（
木
）
19
時
〜
21
時

○
伊
尾
木
公
民
館
　
11
月
19
日

（
水
）
19
時
〜
21
時

○
赤
野
公
民
館
　
11
月
21
日

（
金
）
15
時
〜
17
時

○
井
ノ
口
公
民
館
　
11
月
26
日

（
水
）
19
時
〜

■
問
　
生
涯
学
習
課

　
☎
35
・
1
0
2
0

　
日
頃
ゆ
っ
く
り
見
る
こ
と
の

な
い
安
芸
の
星
空
を
み
ん
な
で

一
緒
に
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
て
、

キ
ラ
キ
ラ
輝
く
星
空
を
楽
し
み
、

安
芸
の
豊
か
な
自
然
を
体
感
で

き
る
「
ゆ
っ
た
り
キ
ラ
キ
ラ
星

空
浴
」
を
開
催
し
ま
す
。
講
師

に
よ
る
星
座
の
探
し
方
や
星

団
・
銀
河
な
ど
の
ミ
ニ
講
座
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
の
寄
附
金
を
活
用
し

て
開
催
し
ま
す
。
安
芸
市
在
住

の
ご
家
族
、
ご
友
人
、
カ
ッ
プ

ル
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
と

　き
　
11
月
15
日
（
土
）

17
時
〜
19
時
15
分

＊
雨
天
の
場
合
は
11
月
23
日

（
日
）
に
延
期
し
ま
す
。

▽
と
こ
ろ
　
内
原
野
体
育
館
集

合
（
駐
車
場
は
安
芸
広
域
公

園
）

＊
体
育
館
で
星
空
浴
ミ
ニ
講
座

を
行
い
、
そ
の
後
安
芸
広
域

公
園
へ
移
動
し
ま
す
。

▽
定

　員
　
50
人
（
先
着
順
）

＊
中
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同

伴
を
お
願
い
し
ま
す

▽
申
込
期
限
　
11
月
12
日（
水
）

■
問
・
申
込
　
企
画
調
整
課
企

画
係

　
☎
35
・
1
0
1
2

　
子
育
て
世
代
の
地
震
へ
の
備

え
を
親
子
で
一
緒
に
学
び
ま
し

ょ
う
。
楽
し
い
防
災
劇
や
ゲ
ー

ム
、
緊
急
車
両
の
見
学
な
ど
を

行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▽
と

　き
　
12
月
7
日
（
日
）

10
時
〜
11
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
消
防
防
災
セ
ン
タ

ー
▽
講

　師
　
仙
頭
ゆ
か
り
さ
ん

（
安
芸
市
自
主
防
災
組
織
連

絡
協
議
会
女
性
部
会
長
・
川

向
防
災
会
事
務
局
）

　
川
向
防
災
会
劇
団
〝
一
回
か

ぎ
り
座
〞

▽
内

　容

・
講
演
「
南
海
地
震
発
生
！！
そ

の
と
き
、
あ
な
た
は
…
」

・
防
災
劇
「
知
っ
得
！
津
波
あ

れ
コ
レ
！
」

・
防
災
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
（
防
災

グ
ッ
ズ
の
景
品
も
あ
り
ま
す
）

・
防
災
セ
ン
タ
ー
、
緊
急
車
両

の
見
学

▽
参
加
費
　
無
料

▽
定

　員
　
親
子
30
組

▽
申
込
締
切
　
11
月
18
日（
火
）

■
問
・
申
込
　
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
安
芸
保
育
所

に
併
設
）

　
☎
35
・
2
3
7
7

【
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
ワ
ー
ド
応
用

編
）
】

▽
と

　き
　
11
月
17
日
（
月
）

〜
21
日
（
金
）
19
時
〜
21
時

▽
定

　員
　
15
人

▽
受
講
料
　
1
，0
0
0
円

▽
講

　師
　
星
槎
大
学
サ
テ
ラ

イ
ト
カ
レ
ッ
ジ
講
師

▽
対
象
者
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
が
で
き
る
人

（
W
o
r
d 

2
0
0
7
）

＊
男
性
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
新
春
玄
関
飾
り
寄
植
え
教
室
】

　
毎
年
恒
例
の
寄
せ
植
え
教
室
。

今
年
も
新
春
を
彩
る
玄
関
飾
り

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▽
と

　き
　
12
月
20
日
（
土
）

　
13
時
30
分
〜
15
時

▽
定

　員
　
15
人

▽
受
講
料
　
材
料
費
2
，5
0
0

円
程
度

▽
講

　師
　
小
松
和
美
さ
ん

＊
男
性
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
会
員
が
描
い
た
風
景
、
人
物
、

静
物
な
ど
の
力
作
が
皆
さ
ん
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
く

り
と
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▽
と
　
き
　
11
月
1
日
（
土
）

〜
11
月
23
日
（
日
）

▽
と
こ
ろ
　
観
光
情
報
セ
ン
タ

ー
▽
入
場
料
　
無
料

＊
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
一
緒
に
絵
を
描
い
た
り
、

お
し
ゃ
べ
り
な
ど
を
し
ま
せ
ん

か
。
毎
週
木
曜
日
19
時
か
ら
市

民
会
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
問
　
長
澤
正
宏

　
☎
34
・
2
4
5
9

　
高
知
労
働
局
で
は
、
県
内
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
高
知
県
最
低
賃
金
」
を
改
正

し
、
10
月
26
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
決
定
に
よ
り
、
10
月
26

日
以
降
分
と
し
て
労
働
者
に
支

払
う
賃
金
は
、
1
時
間
6
7
7

円
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

■
問

　
高
知
労
働
局
賃
金
室

　
☎
0
8
8・8
8
5・6
0
2
4

　
安
芸
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
35
・
2
1
2
8

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
協
賛

事
業
と
し
て
、
税
理
士
に
よ
る

無
料
税
務
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
相
談
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽
と

　き
　
11
月
11
日
（
火
）

10
時
〜
16
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
商
工
会
議
所
3
階

教
養
室

■
問
　
四
国
税
理
士
会
安
芸
支
部

　
☎
32
・
2
1
2
5

　
借
金
や
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
暮
ら
し
の
相
談
、
体
や
心
の

相
談
な
ど
に
対
し
て
、
弁
護
士

や
司
法
書
士
、
保
健
師
な
ど
が

無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

▽
と

　き
　
12
月
1
日
（
月
）
、

平
成
27
年
3
月
16
日
（
月
）

　
13
時
〜
17
時
（
受
付
終
了
16

時
30
分
ま
で
）

▽
と
こ
ろ
　
安
芸
福
祉
保
健
所

＊
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問

　
県
障
害
保
健
福
祉
課

　
☎
0
8
8・8
2
3・9
6
6
9

　
県
安
芸
福
祉
保
健
所

　
☎
34
・
3
1
7
7

　
一
人
で
も
労
働
者
（
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）
を
雇
っ

た
場
合
、
事
業
主
は
労
働
保
険

に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
問
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
芸

　
☎
34
・
2
1
1
1

　
家
庭
内
（
夫
婦
間
、
親
子
間

の
暴
力
）
お
よ
び
恋
愛
関
係
の

当
事
者
間
に
お
け
る
暴
力
な
ど

に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
に

よ
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

＊
相
談
員
は
高
知
県
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
員
で
、

安
芸
市
外
の
人
で
す
。

＊
電
話
で
の
相
談
時
に
は
住
所
、

氏
名
を
言
う
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

＊
来
所
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。

▽
と

　き
　
毎
月
第
2
、
第
4

金
曜
日
（
11
月
は
14
日
、
28

日
）
10
時
〜
15
時

親
子
ふ
れ
あ
い

　
　
　体
育
遊
び

30
周
年
記
念
第
10
回

安
芸
市
民
合
唱
団
演
奏
会

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り

地
区
別
懇
談
会

親
子
で
学
ぼ
う
防
災
教
室

女
性
の
家
主
催
講
座

安
芸
市
戦
没
者
追
悼
式

＊
祝
祭
日
の
場
合
は
お
休
み
。

▽
と
こ
ろ
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
1
階
相
談
室

▽
対
象
者
　
原
則
と
し
て
安
芸

市
在
住
の
人

■
問
　
0
8
0・3
1
6
7・2
9
1
8

（
月
〜
金
曜
日
の
8
時
30
分
〜

17
時
15
分
で
あ
れ
ば
、
福
祉
事

務
所
障
害
ふ
く
し
係
で
対
応
し

ま
す
。
）

　
平
成
27
年
4
月
か
ら
、
常

時
雇
用
し
て
い
る
労
働
者
数

が
1
0
0
人
を
超
え
る
事
業
主

が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
申

告
・
納
付
に
向
け
て
早
め
の
取

り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
雇

用
障
害
者
数
が
法
定
雇
用
（
2.0

％
）
を
下
回
る
場
合
、
障
害
者

雇
用
納
付
金
を
納
付
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
独
立
行
政
法
人

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支

援
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.jeed.or.jp

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
　
高
知
高
齢
・
障
害
者
雇

用
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
8
8・8
6
1・2
2
1
2

　
F
A
X
0
8
8・8
6
1・2
2
1
4
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安
芸
ア
ー
ト
サ
ー
ク
ル
展

最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

市
制
施
行
60
周
年
イ
ベ
ン
ト

「
ゆ
っ
た
り
キ
ラ
キ
ラ
星
空
浴
」

税
理
士
に
よ
る

　
　無
料
税
務
相
談

あ
な
た
の
会
社
、

労
働
保
険
に
入
っ
て

い
ま
す
か
？

D
V
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す

ま
ず
は
電
話
で
相
談
を
！！

「
障
害
者
雇
用
納
付

  

金
制
度
」が
改
正

　
　
　
　さ
れ
ま
す

よ
ろ
ず
相
談
会 

in 

あ
き

（
予
約
不
要
・
無
料
・
秘
密
厳
守
）

　
み
や
も
っ
ち
先
生
で
お
な
じ

み
の
宮
本
忠
男
先
生
と
一
緒
に
、

親
子
で
楽
し
く
体
を
使
っ
て
遊

び
ま
し
ょ
う
。

▽
と

　き
　
11
月
8
日
（
土
）

10
時
〜
11
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
健
康
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
「
元
気
館
」

▽
講

　師
　
N
P
O
法
人
高
知

県
幼
児
体
育
研
究
会
　
宮
本

忠
男
先
生

▽
参
加
費
　
無
料

▽
定

　員
　
親
子
30
組

▽
申
込
締
切
　
11
月
6
日（
木
）

■
問
・
申
込
　
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー

　
☎
35
・
2
3
7
7

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な

ら
れ
た
戦
没
者
の
方
々
に
追
悼

の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
戦

争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
次
世
代

に
語
り
継
ぎ
、
世
界
中
の
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
、
安
芸
市
戦

没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。
ご

遺
族
を
は
じ
め
多
数
の
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
参
列
を
お
願
い
し

ま
す
。
（
平
服
で
差
し
支
え
あ

り
ま
せ
ん
。
）

▽
と

　き
　
11
月
10
日
（
月
）

13
時
〜
受
付
、
13
時
30
分
開

会
▽
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
■
問
　
市
民
課
市
民
係

　
☎
35
・
1
0
0
1

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
と

　き
　
11
月
30
日
（
日
）

14
時
開
演

▽
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
▽
入
場
料
　
無
料

▽
内

　容
　

○
曲
「
安
芸
市
の
歌
」
「
浜
千

鳥
」
「
う
た
」
「
雨
」
「
時

代
」
ほ
か

○
ゲ
ス
ト
　
小
松
郁
子
さ
ん

（
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
）
「
小
諸

な
る
古
城
の
ほ
と
り
」
ほ
か

■
問
　
安
芸
市
民
合
唱
団

　
平
山
さ
ん
☎
35
・
2
8
8
7

　
長
澤
さ
ん
☎
34
・
2
4
5
9

　　
今
年
は
県
内
で
も
被
害
が
多

発
し
て
い
る「
振
り
込
め
詐
欺
」

が
テ
ー
マ
で
す
。

　
講
師
に
安
芸
警
察
署
員
と
東

部
教
育
事
務
所
の
職
員
を
お
招

き
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
テ
ー
マ
　
振
り
込
め
詐
欺
に

お
け
る
高
齢
者
の
人
権

○
黒
鳥
公
民
館
　
11
月
6
日

（
木
）
14
時
30
分
〜

○
市
民
会
館
　
11
月
12
日

（
水
）
19
時
〜
21
時

○
穴
内
公
民
館
　
11
月
13
日

（
木
）
19
時
〜
21
時

○
伊
尾
木
公
民
館
　
11
月
19
日

（
水
）
19
時
〜
21
時

○
赤
野
公
民
館
　
11
月
21
日

（
金
）
15
時
〜
17
時

○
井
ノ
口
公
民
館
　
11
月
26
日

（
水
）
19
時
〜

■
問
　
生
涯
学
習
課

　
☎
35
・
1
0
2
0

　
日
頃
ゆ
っ
く
り
見
る
こ
と
の

な
い
安
芸
の
星
空
を
み
ん
な
で

一
緒
に
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
て
、

キ
ラ
キ
ラ
輝
く
星
空
を
楽
し
み
、

安
芸
の
豊
か
な
自
然
を
体
感
で

き
る
「
ゆ
っ
た
り
キ
ラ
キ
ラ
星

空
浴
」
を
開
催
し
ま
す
。
講
師

に
よ
る
星
座
の
探
し
方
や
星

団
・
銀
河
な
ど
の
ミ
ニ
講
座
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
の
寄
附
金
を
活
用
し

て
開
催
し
ま
す
。
安
芸
市
在
住

の
ご
家
族
、
ご
友
人
、
カ
ッ
プ

ル
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
と

　き
　
11
月
15
日
（
土
）

17
時
〜
19
時
15
分

＊
雨
天
の
場
合
は
11
月
23
日

（
日
）
に
延
期
し
ま
す
。

▽
と
こ
ろ
　
内
原
野
体
育
館
集

合
（
駐
車
場
は
安
芸
広
域
公

園
）

＊
体
育
館
で
星
空
浴
ミ
ニ
講
座

を
行
い
、
そ
の
後
安
芸
広
域

公
園
へ
移
動
し
ま
す
。

▽
定

　員
　
50
人
（
先
着
順
）

＊
中
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同

伴
を
お
願
い
し
ま
す

▽
申
込
期
限
　
11
月
12
日（
水
）

■
問
・
申
込
　
企
画
調
整
課
企

画
係

　
☎
35
・
1
0
1
2

　
子
育
て
世
代
の
地
震
へ
の
備

え
を
親
子
で
一
緒
に
学
び
ま
し

ょ
う
。
楽
し
い
防
災
劇
や
ゲ
ー

ム
、
緊
急
車
両
の
見
学
な
ど
を

行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▽
と

　き
　
12
月
7
日
（
日
）

10
時
〜
11
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
消
防
防
災
セ
ン
タ

ー
▽
講

　師
　
仙
頭
ゆ
か
り
さ
ん

（
安
芸
市
自
主
防
災
組
織
連

絡
協
議
会
女
性
部
会
長
・
川

向
防
災
会
事
務
局
）

　
川
向
防
災
会
劇
団
〝
一
回
か

ぎ
り
座
〞

▽
内

　容

・
講
演
「
南
海
地
震
発
生
！！
そ

の
と
き
、
あ
な
た
は
…
」

・
防
災
劇
「
知
っ
得
！
津
波
あ

れ
コ
レ
！
」

・
防
災
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
（
防
災

グ
ッ
ズ
の
景
品
も
あ
り
ま
す
）

・
防
災
セ
ン
タ
ー
、
緊
急
車
両

の
見
学

▽
参
加
費
　
無
料

▽
定

　員
　
親
子
30
組

▽
申
込
締
切
　
11
月
18
日（
火
）

■
問
・
申
込
　
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
安
芸
保
育
所

に
併
設
）

　
☎
35
・
2
3
7
7

【
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
ワ
ー
ド
応
用

編
）
】

▽
と

　き
　
11
月
17
日
（
月
）

〜
21
日
（
金
）
19
時
〜
21
時

▽
定

　員
　
15
人

▽
受
講
料
　
1
，0
0
0
円

▽
講

　師
　
星
槎
大
学
サ
テ
ラ

イ
ト
カ
レ
ッ
ジ
講
師

▽
対
象
者
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
が
で
き
る
人

（
W
o
r
d 

2
0
0
7
）

＊
男
性
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
新
春
玄
関
飾
り
寄
植
え
教
室
】

　
毎
年
恒
例
の
寄
せ
植
え
教
室
。

今
年
も
新
春
を
彩
る
玄
関
飾
り

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▽
と

　き
　
12
月
20
日
（
土
）

　
13
時
30
分
〜
15
時

▽
定

　員
　
15
人

▽
受
講
料
　
材
料
費
2
，5
0
0

円
程
度

▽
講

　師
　
小
松
和
美
さ
ん

＊
男
性
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
会
員
が
描
い
た
風
景
、
人
物
、

静
物
な
ど
の
力
作
が
皆
さ
ん
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
く

り
と
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▽
と
　
き
　
11
月
1
日
（
土
）

〜
11
月
23
日
（
日
）

▽
と
こ
ろ
　
観
光
情
報
セ
ン
タ

ー
▽
入
場
料
　
無
料

＊
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
一
緒
に
絵
を
描
い
た
り
、

お
し
ゃ
べ
り
な
ど
を
し
ま
せ
ん

か
。
毎
週
木
曜
日
19
時
か
ら
市

民
会
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
問
　
長
澤
正
宏

　
☎
34
・
2
4
5
9

　
高
知
労
働
局
で
は
、
県
内
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
高
知
県
最
低
賃
金
」
を
改
正

し
、
10
月
26
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
決
定
に
よ
り
、
10
月
26

日
以
降
分
と
し
て
労
働
者
に
支

払
う
賃
金
は
、
1
時
間
6
7
7

円
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

■
問

　
高
知
労
働
局
賃
金
室

　
☎
0
8
8・8
8
5・6
0
2
4

　
安
芸
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
35
・
2
1
2
8

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
協
賛

事
業
と
し
て
、
税
理
士
に
よ
る

無
料
税
務
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
相
談
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽
と

　き
　
11
月
11
日
（
火
）

10
時
〜
16
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
商
工
会
議
所
3
階

教
養
室

■
問
　
四
国
税
理
士
会
安
芸
支
部

　
☎
32
・
2
1
2
5

　
借
金
や
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
暮
ら
し
の
相
談
、
体
や
心
の

相
談
な
ど
に
対
し
て
、
弁
護
士

や
司
法
書
士
、
保
健
師
な
ど
が

無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

▽
と

　き
　
12
月
1
日
（
月
）
、

平
成
27
年
3
月
16
日
（
月
）

　
13
時
〜
17
時
（
受
付
終
了
16

時
30
分
ま
で
）

▽
と
こ
ろ
　
安
芸
福
祉
保
健
所

＊
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問

　
県
障
害
保
健
福
祉
課

　
☎
0
8
8・8
2
3・9
6
6
9

　
県
安
芸
福
祉
保
健
所

　
☎
34
・
3
1
7
7

　
一
人
で
も
労
働
者
（
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）
を
雇
っ

た
場
合
、
事
業
主
は
労
働
保
険

に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
問
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
芸

　
☎
34
・
2
1
1
1

　
家
庭
内
（
夫
婦
間
、
親
子
間

の
暴
力
）
お
よ
び
恋
愛
関
係
の

当
事
者
間
に
お
け
る
暴
力
な
ど

に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
に

よ
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

＊
相
談
員
は
高
知
県
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
員
で
、

安
芸
市
外
の
人
で
す
。

＊
電
話
で
の
相
談
時
に
は
住
所
、

氏
名
を
言
う
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

＊
来
所
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。

▽
と

　き
　
毎
月
第
2
、
第
4

金
曜
日
（
11
月
は
14
日
、
28

日
）
10
時
〜
15
時

親
子
ふ
れ
あ
い

　
　
　体
育
遊
び

30
周
年
記
念
第
10
回

安
芸
市
民
合
唱
団
演
奏
会

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り

地
区
別
懇
談
会

親
子
で
学
ぼ
う
防
災
教
室

女
性
の
家
主
催
講
座

安
芸
市
戦
没
者
追
悼
式

＊
祝
祭
日
の
場
合
は
お
休
み
。

▽
と
こ
ろ
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
1
階
相
談
室

▽
対
象
者
　
原
則
と
し
て
安
芸

市
在
住
の
人

■
問
　
0
8
0・3
1
6
7・2
9
1
8

（
月
〜
金
曜
日
の
8
時
30
分
〜

17
時
15
分
で
あ
れ
ば
、
福
祉
事

務
所
障
害
ふ
く
し
係
で
対
応
し

ま
す
。
）

　
平
成
27
年
4
月
か
ら
、
常

時
雇
用
し
て
い
る
労
働
者
数

が
1
0
0
人
を
超
え
る
事
業
主

が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
申

告
・
納
付
に
向
け
て
早
め
の
取

り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
雇

用
障
害
者
数
が
法
定
雇
用
（
2.0

％
）
を
下
回
る
場
合
、
障
害
者

雇
用
納
付
金
を
納
付
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
独
立
行
政
法
人

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支

援
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.jeed.or.jp

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
　
高
知
高
齢
・
障
害
者
雇

用
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
8
8・8
6
1・2
2
1
2

　
F
A
X
0
8
8・8
6
1・2
2
1
4
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安芸市民図書館 ☎35・5638

日 月 火 水 木 金 土

×印は休館日　　○印はおはなし会　　
【開館時間】　9時30分～19時
●「童(わらし)っ子」
　絵本の読み聞かせなどを行います。
▽と　き　11月1日（土）14時～

●「ぱんだぱんだ」
　赤ちゃんのための絵本や紙芝居の読み聞かせ、
　からだ遊び、手遊びなどを行います。
▽と　き　11月13日（木）10時30分～

[児童書]▽中西翠「はのはのはなし」▽ケヴィン・ルイス「おうちにいれちゃだめ！」▽村
上しいこ「体育館の日曜日」▽廣嶋玲子「ゆうれい猫と魔女の呪い」▽椰月美智子「
未来の手紙」ほか
[一般書]▽野木陽子「まっすぐ縫いの子ども服」▽山本兼一「利休の茶杓」▽仁木英
之「まほろぼの王たち」▽石持浅海「二歩前を歩く」▽沙木とも子「そこはかさん」ほか

今月は家族みんなで笑える楽しい絵本を紹介しま
す。
城下町に突然現れた謎のお店の主人は、なんと

『いくら鮨』。何のお店か尋ねてみると「なんでも屋」
とのことなので、ためしにお殿様が真冬にブドウが食
べたいと言うと…。
さて、いくら鮨は無事ブドウをお殿様に渡すことが
できるのでしょうか？

●いよいよ今月、毎年恒例の無料配布を行います！！
廃棄処分した図書（児童書・一般書）や、雑誌（きょうの料理、オレンジページ、LEE、
non-no、ほっとこうちなど）をお譲りします。
子育てサークル「ピッコロ」による読み聞かせや、小物や雑貨、食品などの販売も予
定しています。ぜひ、おいでください。なお、通常図書館業務はお休みです。
▼と　き　11月3日（月・祝日）9時～12時　　

＝11月の新刊案内＝

●シゲタサヤカ　著

「いくらなんでもいくらくん」
（イースト・プレス）

新刊の一押し

５
１２
１９
２６

７
１４
２１
２８

1
８
１５
２２
２９

○
３
１０
１７
２４

６
13
２０
２７

４
１１
１８
２５

▲「ぱんだぱんだ」の様子

２
９
１６
２３
３０

11月30日まで開催中
連携企画展「博物館の動物たち」

関連イベント情報　歴史民俗資料館では、動物を題材にした絵画や工
芸品などを紹介する連携企画展を開催しています。
　私たち人間は、昔から動物と関わり、直接見たり
触れたりするとともに、想像上の生き物も生み出し
てきました。それらを絵や工芸品に描き、鑑賞した
り願いを込めたりしました。
　旧土佐藩主山内家に伝わる美術工芸品には、おめ
でたい鶴や亀をはじめ、鷹や虎、そして唐獅子や龍
など、よく知られた想像上の動物たちが描かれてい
ます。さらに、当館が所蔵する土佐藩家老五藤家に
伝わる品々では、鯉や馬、鳳凰（ほうおう）なども
見ることができます。
博物館で見る動物たち
は、動物園のように動
きませんが、じっと見
ていると作品の中で動
物たちが動きだすよう
な不思議な魅力を持っ
ています。

歴民だより

▲唐獅子（尾戸焼）

参加料は無料です。皆さん、ぜひお越しください。

○「秋のしろやま、たんけん！」○「秋のしろやま、たんけん！」○「秋のしろやま、たんけん！」

○ワークショップ
　「動物の消しゴムスタンプを作ろう！」
○ワークショップ
　「動物の消しゴムスタンプを作ろう！」
○ワークショップ
　「動物の消しゴムスタンプを作ろう！」

○講演会「土佐の古式馬術と土佐駒」○講演会「土佐の古式馬術と土佐駒」○講演会「土佐の古式馬術と土佐駒」

　館内の展示を見学後、安芸城跡の野鳥を
観察するバードウオッチングを行います。
（双眼鏡などはこちらで準備します）
▽と　き　11月9日（日）10時～12時（歴
史民俗資料館集合）

▽と　き　11月16日（日）10時～12時　
▽定　員　20人
▽ところ　書道美術館2階和室

▽と　き　11月22日（土）10時～12時
▽講　師　長山昌広さん（高知県競馬組合
競走馬診療所所長）

▽ところ　書道美術館2階和室
■問　歴史民俗資料館☎34・3706

人口　　18,727人
（前月比：32人減）

男　8,885人
（   〃 　：10人減）

女　9,842人
（   〃 　：22人減）
世帯数　　　8,679 

安芸町
伊尾木
川北
東川
土居
井ノ口
畑山
穴内
赤野

7,276人 
1,725人 
3,055人 
304人 
1,984人 
2,108人 
228人 
787人 
1,260人 

（地区別人口）

【26年9月末日現在】
（外国人含む）

処分場独自排水目標

採取試験日

法排水基準

9月3日

３，０００以下

３，０００以下

３０未満

pＨ SS
mg/ℓ

COD
mg/ℓ

ＢＯＤ
mg/ℓ

大腸菌群数
個/㎖

一般廃棄物最終処分場放流水水質検査

５．８～８．６

５．８～８．６

７．５

２０以下

１５０以下

１．０未満

２０以下

１２０以下

１．４

１０以下

１２０以下

０．５未満

安芸市・芸西村火災救急出動状況

安芸市 芸西村 計 安芸市 芸西村 計
9　月　分 累　　　計

種　別
建　物
林　野
車　両
その他
　計
急　病
交通事故
一般負傷
転　医
その他
　計

火

　災

救

　急

0
0
0
1
1
50
7
8
10
3
78

0
0
0
0
0
15
1
5
3
0
24

0
0
0
1
1
65
8
13
13
3

102

1
1
0
4
6

534
62
139
162
18
915

1
0
0
0
1

111
13
27
40
6

197

2
1
0
4
7

645
75
166
202
24

1112

人権相談

▽と　き　11月19日（水）10時～15時
　　　　　（12時から13時まで昼休み）
▽ところ　安芸市総合社会福祉センター
■問　総務課☎35・1000

行政相談

▽と　き　11月6日（木）
　　　　　10時～15時（14時30分受付終了）
　　　　　　　　　　  （12時から13時まで昼休み）
▽ところ　総合社会福祉センター2階　中会議室
■問　南国年金事務所☎088・864・1111

年金相談

▽と　き　11月17日（月）13時30分～15時30分
▽ところ　安芸ひまわり基金法律事務所
　　　　  （商工会議所2階）
＊相談無料　1人30分で予約制
＊借金などでお困りの人については、随時無料で受け付
けしています。
＊法テラスの制度も使えます。
■問　安芸ひまわり基金法律事務所☎35・8200

法律相談

▽と　き　11月6日（木）10時～15時
▽ところ　総合社会福祉センター
■問　法務局安芸支局☎35・2272

一日行政相談所を開設します
～ご相談ください、あなたのまちの行政相談委員へ！～

9
月
1
日（
月
）庁
議

　
第
57
回
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典

9
月
2
日（
火
）課
長
会

9
月
3
日（
水
）有
限
会
社
安
岡
重

機
よ
り
災
害
要
望

　
四
国
地
方
整
備
局
道
路
部
地
域

道
路
調
整
官

　
穴
内
海
岸
地
元
説
明
会

9
月
4
日（
木
）第
45
回
早
起
き
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
閉
会
式

　
こ
う
ち
安
芸
メ
ガ
ソ
ー
ラ
株
式

会
社

　
安
芸
地
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議

9
月
5
日（
金
）安
芸
県
税
事
務
所
長

9
月
6
日（
土
）第
59
回
安
芸
納
涼

市
民
祭

9
月
7
日（
日
）安
芸
市
総
合
防
災

訓
練

9
月
8
日（
月
）安
芸
市
監
査
委
員

事
務
局
よ
り
監
査
報
告

　
安
芸
市
雇
用
創
造
推
進
協
議
会

9
月
9
日（
火
）定
例
記
者
会
見

　
安
芸
漁
業
協
同
組
合

9
月
10
日（
水
） 
（
在
庁
）

9
月
11
日（
木
）西
日
本
じ
ゃ
こ
サ

ミ
ッ
ト
２
０
１
４
じ
ゃ
こ
グ
ル
メ

お
披
露
目
会

　
高
野
参
議
院
議
員
来
訪
"

9
月
12
日（
金
）阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

球
団
表
敬
訪
問（
兵
庫
県
）

9
月
13
日（
土
）東
川
地
区
敬
老
会

　
伊
尾
木
地
区
敬
老
会

　
清
水
ヶ
丘
中
学
校
体
育
祭

　
安
芸
中
学
校
体
育
祭

9
月
15
日（
月
）奈
比
賀
地
区
敬
老
会

　
江
川
地
区
敬
老
会

　
井
ノ
口
地
区
敬
老
会

9
月
16
日（
火
）第
4
回
市
議
会
臨
時
会

　
安
芸
公
共
職
業
安
定
所
長

　
自
衛
隊
高
知
地
方
協
力
本
部
長

　
高
知
県
森
林
整
備
公
社

9
月
17
日（
水
）畑
山
地
区
敬
老
会

　
竹
村
碧
氏（
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
）

来
訪

　
こ
う
ち
安
芸
メ
ガ
ソ
ー
ラ
株
式

会
社

　
安
芸
青
年
会
議
所
と
の
意
見
交

換
会

9
月
18
日（
木
）（
在
庁
）

9
月
19
日（
金
）交
通
安
全
市
民
集
会

　
こ
う
ち
安
芸
メ
ガ
ソ
ー
ラ
株
式

会
社
総
会（
高
知
市
）

9
月
20
日（
土
）栃
ノ
木
地
区
敬
老
会

9
月
21
日（
日
）第
22
回
子
育
て
広
場

9
月
22
日（
月
）高
知
県
防
災
砂
防

協
会
監
査

　
土
佐
国
道
事
務
所
長

　
株
式
会
社
ミ
ツ
カ
ン
グ
ル
ー
プ

と
の
親
睦
会
"

9
月
23
日（
火
）赤
野
地
区
敬
老
会

9
月
24
日（
水
）9
月
市
議
会
定
例

会
開
会

9
月
25
日（
木
）い
き
い
き
百
歳
体

操
交
流
大
会

　
新
火
葬
場
地
元
説
明
会
"

9
月
26
日（
金
）市
議
会
質
疑

　
こ
う
ち
安
芸
メ
ガ
ソ
ー
ラ
株
式

会
社

　
ジ
ャ
ア
バ
ー
ボ
ン
ズ
来
訪

　
辻
製
油
株
式
会
社

9
月
28
日（
日
）水
生
生
物
調
査
会

（
名
村
川
）

9
月
29
日（
月
）安
芸
市
保
小
中
移

転・統
合
検
討
委
員
会

9
月
30
日（
火
）（
在
庁
）

この公務記録には、庁内での打合せ、ご面会等は掲載していません。9月　市長の活動
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11月の
安芸市民図書館 ☎35・5638

日 月 火 水 木 金 土

×印は休館日　　○印はおはなし会　　
【開館時間】　9時30分～19時
●「童(わらし)っ子」
　絵本の読み聞かせなどを行います。
▽と　き　11月1日（土）14時～

●「ぱんだぱんだ」
　赤ちゃんのための絵本や紙芝居の読み聞かせ、
　からだ遊び、手遊びなどを行います。
▽と　き　11月13日（木）10時30分～

[児童書]▽中西翠「はのはのはなし」▽ケヴィン・ルイス「おうちにいれちゃだめ！」▽村
上しいこ「体育館の日曜日」▽廣嶋玲子「ゆうれい猫と魔女の呪い」▽椰月美智子「
未来の手紙」ほか
[一般書]▽野木陽子「まっすぐ縫いの子ども服」▽山本兼一「利休の茶杓」▽仁木英
之「まほろぼの王たち」▽石持浅海「二歩前を歩く」▽沙木とも子「そこはかさん」ほか

今月は家族みんなで笑える楽しい絵本を紹介しま
す。
城下町に突然現れた謎のお店の主人は、なんと

『いくら鮨』。何のお店か尋ねてみると「なんでも屋」
とのことなので、ためしにお殿様が真冬にブドウが食
べたいと言うと…。
さて、いくら鮨は無事ブドウをお殿様に渡すことが
できるのでしょうか？

●いよいよ今月、毎年恒例の無料配布を行います！！
廃棄処分した図書（児童書・一般書）や、雑誌（きょうの料理、オレンジページ、LEE、
non-no、ほっとこうちなど）をお譲りします。
子育てサークル「ピッコロ」による読み聞かせや、小物や雑貨、食品などの販売も予
定しています。ぜひ、おいでください。なお、通常図書館業務はお休みです。
▼と　き　11月3日（月・祝日）9時～12時　　

＝11月の新刊案内＝

●シゲタサヤカ　著

「いくらなんでもいくらくん」
（イースト・プレス）

新刊の一押し

５
１２
１９
２６

７
１４
２１
２８

1
８
１５
２２
２９

○
３
１０
１７
２４

６
13
２０
２７

４
１１
１８
２５

▲「ぱんだぱんだ」の様子

２
９
１６
２３
３０

11月30日まで開催中
連携企画展「博物館の動物たち」

関連イベント情報　歴史民俗資料館では、動物を題材にした絵画や工
芸品などを紹介する連携企画展を開催しています。
　私たち人間は、昔から動物と関わり、直接見たり
触れたりするとともに、想像上の生き物も生み出し
てきました。それらを絵や工芸品に描き、鑑賞した
り願いを込めたりしました。
　旧土佐藩主山内家に伝わる美術工芸品には、おめ
でたい鶴や亀をはじめ、鷹や虎、そして唐獅子や龍
など、よく知られた想像上の動物たちが描かれてい
ます。さらに、当館が所蔵する土佐藩家老五藤家に
伝わる品々では、鯉や馬、鳳凰（ほうおう）なども
見ることができます。
博物館で見る動物たち
は、動物園のように動
きませんが、じっと見
ていると作品の中で動
物たちが動きだすよう
な不思議な魅力を持っ
ています。

歴民だより

▲唐獅子（尾戸焼）

参加料は無料です。皆さん、ぜひお越しください。

○「秋のしろやま、たんけん！」○「秋のしろやま、たんけん！」○「秋のしろやま、たんけん！」

○ワークショップ
　「動物の消しゴムスタンプを作ろう！」
○ワークショップ
　「動物の消しゴムスタンプを作ろう！」
○ワークショップ
　「動物の消しゴムスタンプを作ろう！」

○講演会「土佐の古式馬術と土佐駒」○講演会「土佐の古式馬術と土佐駒」○講演会「土佐の古式馬術と土佐駒」

　館内の展示を見学後、安芸城跡の野鳥を
観察するバードウオッチングを行います。
（双眼鏡などはこちらで準備します）
▽と　き　11月9日（日）10時～12時（歴
史民俗資料館集合）

▽と　き　11月16日（日）10時～12時　
▽定　員　20人
▽ところ　書道美術館2階和室

▽と　き　11月22日（土）10時～12時
▽講　師　長山昌広さん（高知県競馬組合
競走馬診療所所長）
▽ところ　書道美術館2階和室
■問　歴史民俗資料館☎34・3706

人口　　18,727人
（前月比：32人減）

男　8,885人
（   〃 　：10人減）

女　9,842人
（   〃 　：22人減）
世帯数　　　8,679 

安芸町
伊尾木
川北
東川
土居
井ノ口
畑山
穴内
赤野

7,276人 
1,725人 
3,055人 
304人 
1,984人 
2,108人 
228人 
787人 
1,260人 

（地区別人口）

【26年9月末日現在】
（外国人含む）

処分場独自排水目標

採取試験日

法排水基準

9月3日

３，０００以下

３，０００以下

３０未満

pＨ SS
mg/ℓ

COD
mg/ℓ

ＢＯＤ
mg/ℓ

大腸菌群数
個/㎖

一般廃棄物最終処分場放流水水質検査

５．８～８．６

５．８～８．６

７．５

２０以下

１５０以下

１．０未満

２０以下

１２０以下

１．４

１０以下

１２０以下

０．５未満

安芸市・芸西村火災救急出動状況

安芸市 芸西村 計 安芸市 芸西村 計
9　月　分 累　　　計

種　別
建　物
林　野
車　両
その他
　計
急　病
交通事故
一般負傷
転　医
その他
　計

火

　災

救

　急

0
0
0
1
1
50
7
8
10
3
78

0
0
0
0
0
15
1
5
3
0
24

0
0
0
1
1
65
8
13
13
3

102

1
1
0
4
6

534
62
139
162
18
915

1
0
0
0
1

111
13
27
40
6

197

2
1
0
4
7

645
75
166
202
24

1112

人権相談

▽と　き　11月19日（水）10時～15時
　　　　　（12時から13時まで昼休み）
▽ところ　安芸市総合社会福祉センター
■問　総務課☎35・1000

行政相談

▽と　き　11月6日（木）
　　　　　10時～15時（14時30分受付終了）
　　　　　　　　　　  （12時から13時まで昼休み）
▽ところ　総合社会福祉センター2階　中会議室
■問　南国年金事務所☎088・864・1111

年金相談

▽と　き　11月17日（月）13時30分～15時30分
▽ところ　安芸ひまわり基金法律事務所
　　　　  （商工会議所2階）
＊相談無料　1人30分で予約制
＊借金などでお困りの人については、随時無料で受け付
けしています。
＊法テラスの制度も使えます。
■問　安芸ひまわり基金法律事務所☎35・8200

法律相談

▽と　き　11月6日（木）10時～15時
▽ところ　総合社会福祉センター
■問　法務局安芸支局☎35・2272

一日行政相談所を開設します
～ご相談ください、あなたのまちの行政相談委員へ！～

9
月
1
日（
月
）庁
議

　
第
57
回
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典

9
月
2
日（
火
）課
長
会

9
月
3
日（
水
）有
限
会
社
安
岡
重

機
よ
り
災
害
要
望

　
四
国
地
方
整
備
局
道
路
部
地
域

道
路
調
整
官

　
穴
内
海
岸
地
元
説
明
会

9
月
4
日（
木
）第
45
回
早
起
き
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
閉
会
式

　
こ
う
ち
安
芸
メ
ガ
ソ
ー
ラ
株
式

会
社

　
安
芸
地
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議

9
月
5
日（
金
）安
芸
県
税
事
務
所
長

9
月
6
日（
土
）第
59
回
安
芸
納
涼

市
民
祭

9
月
7
日（
日
）安
芸
市
総
合
防
災

訓
練

9
月
8
日（
月
）安
芸
市
監
査
委
員

事
務
局
よ
り
監
査
報
告

　
安
芸
市
雇
用
創
造
推
進
協
議
会

9
月
9
日（
火
）定
例
記
者
会
見

　
安
芸
漁
業
協
同
組
合

9
月
10
日（
水
） 
（
在
庁
）

9
月
11
日（
木
）西
日
本
じ
ゃ
こ
サ

ミ
ッ
ト
２
０
１
４
じ
ゃ
こ
グ
ル
メ

お
披
露
目
会

　
高
野
参
議
院
議
員
来
訪
"

9
月
12
日（
金
）阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

球
団
表
敬
訪
問（
兵
庫
県
）

9
月
13
日（
土
）東
川
地
区
敬
老
会

　
伊
尾
木
地
区
敬
老
会

　
清
水
ヶ
丘
中
学
校
体
育
祭

　
安
芸
中
学
校
体
育
祭

9
月
15
日（
月
）奈
比
賀
地
区
敬
老
会

　
江
川
地
区
敬
老
会

　
井
ノ
口
地
区
敬
老
会

9
月
16
日（
火
）第
4
回
市
議
会
臨
時
会

　
安
芸
公
共
職
業
安
定
所
長

　
自
衛
隊
高
知
地
方
協
力
本
部
長

　
高
知
県
森
林
整
備
公
社

9
月
17
日（
水
）畑
山
地
区
敬
老
会

　
竹
村
碧
氏（
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
）

来
訪

　
こ
う
ち
安
芸
メ
ガ
ソ
ー
ラ
株
式

会
社

　
安
芸
青
年
会
議
所
と
の
意
見
交

換
会

9
月
18
日（
木
）（
在
庁
）

9
月
19
日（
金
）交
通
安
全
市
民
集
会

　
こ
う
ち
安
芸
メ
ガ
ソ
ー
ラ
株
式

会
社
総
会（
高
知
市
）

9
月
20
日（
土
）栃
ノ
木
地
区
敬
老
会

9
月
21
日（
日
）第
22
回
子
育
て
広
場

9
月
22
日（
月
）高
知
県
防
災
砂
防

協
会
監
査

　
土
佐
国
道
事
務
所
長

　
株
式
会
社
ミ
ツ
カ
ン
グ
ル
ー
プ

と
の
親
睦
会
"

9
月
23
日（
火
）赤
野
地
区
敬
老
会

9
月
24
日（
水
）9
月
市
議
会
定
例

会
開
会

9
月
25
日（
木
）い
き
い
き
百
歳
体

操
交
流
大
会

　
新
火
葬
場
地
元
説
明
会
"

9
月
26
日（
金
）市
議
会
質
疑

　
こ
う
ち
安
芸
メ
ガ
ソ
ー
ラ
株
式

会
社

　
ジ
ャ
ア
バ
ー
ボ
ン
ズ
来
訪

　
辻
製
油
株
式
会
社

9
月
28
日（
日
）水
生
生
物
調
査
会

（
名
村
川
）

9
月
29
日（
月
）安
芸
市
保
小
中
移

転・統
合
検
討
委
員
会

9
月
30
日（
火
）（
在
庁
）

この公務記録には、庁内での打合せ、ご面会等は掲載していません。9月　市長の活動
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②2014.10.21　ｉ

赤
野
小
学
校

地
域
と
共
に
あ
る
学
校
「コ
ミ
ュニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
」へ
は
じ
め
の
一
歩
　

　
本
校
の
朝
は
、

子
ど
も
た
ち
の

明
る
く
元
気
な

あ
い
さ
つ
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。晴

れ
た
日
の
運
動

場
で
は
、上
級
生

が
下
級
生
に
優

し
く
声
を
か
け

て
一
緒
に
遊
ん
で
い
ま
す
。教
室
で
は
、さ
な

ぎ
か
ら
蝶
に
な
る
瞬
間
を
息
を
の
ん
で
見

つ
め
た
り
、楽
し
そ
う
に
お
し
ゃ
べ
り
し
た

り
、本
を
読
ん
だ
り
・・・
。こ
ん
な
素
敵
な
子

ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
更
に
輝
き
、元
気
と
笑

顔
の
溢
れ
る
学
校
で
あ
り
続
け
た
い
と
い

う
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
1
年
生
と
6
年
生
が
単
式
学

級
、2・3
年
生
と
4・5
年
生
が
複
式
学
級

で
、全
校
児
童
は
38
人
で
す
。
児
童
数
が

年
々
減
少
し
て
い
く
中
、保
護
者
や
地
域
の

皆
様
が
学
校
の
応
援
団
と
し
て
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
多
く
の
ご
支
援
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
事
が
赤
野
小
学
校
の
強
み
で
す
。

　
そ
こ
で
、今
年
度
は「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク

ー
ル
」（
今
あ
る
地
域
と
の〝
交
流
〞を〝
参

画
〞へ
、つ
ま
り
、地
域
の
人
に
計
画
段
階
か

ら
参
加
し
て
も
ら
い
、学
校
と
共
に
子
ど
も

の
健
全
育
成
を
め
ざ
す
学
校
運
営
協
議
会

制
度
）を
導
入
す
る
た
め
の
推
進
委
員
会
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
5
月
か
ら
保
育
園
児
と
芋
の
苗
植
え
、1

年
生
の
生
活
科
で
の
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
、平
和

の
折
鶴
、チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
地

域
の
方
々
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
計
画
し
、

一緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
か
ら
は
、「
関
わ
り
合
う
中

で
、子
ど
も
の
方
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
ち
ら
も
子
ど
も
の

顔
と
名
前
を
覚
え
て
声
を
か
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
。こ
れ
か
ら
は
あ
い

さ
つ
運
動
も
一
緒
に
参
加
し
た
い
」と
い
う

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
皆
様
の「
子
ど
も
の
た
め
に
何
か
役
に
立

ち
た
い
、関
わ
り
た
い
」と
い
う
熱
い
思
い

を
力
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
」へ
の
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。子
ど
も
を
大
切
に

思
っ
て
く
れ
る
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の
後

ろ
姿
を
見
て
、子
ど
も
た
ち
も
ず
っ
と
赤
野

へ
の
思
い
を
持
ち
続
け
て
く
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
に
は「
わ
か
っ
た
、

で
き
た
、人
の
役
に
立
っ
た
」と
い
う
小
さ
な

日
々
の
体
験
を
た
く
さ
ん
積
ん
で
、自
分
の

こ
と
や
赤
野

の
こ
と
を
も
っ

と
も
っ
と
好
き

に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い

ま
す
。

伊
尾
木
小
学
校

「地
域
あ
って
の
学
校
、学
校
あ
って
の
地
域
」を
合
い
言
葉
に
！

　
本
校
は
児
童

数
42
、学
級
数
5

（
単
式
2
、複
式

2
、特
別
支
援
学

級
1
）と
い
う
小

規
模
・
複
式
校
で

す
。
ま
た
、来
年

度
は
更
に
児
童

数
減
に
よ
り
全

て
の
学
級
が
複

式
学
級
と
な
る
い
わ
ゆ
る
完
全
複
式
校
と

な
る
見
込
み
で
す
。本
校
の
よ
う
な
小
規
模

校
で
は
そ
の
良
さ（
①
個
に
応
じ
た
き
め
細

か
な
教
育
が
で
き
る
。②
地
域
の
人
材
・
資

源
を
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
く
活
用
で
き
る
。③

児
童
・
保
護
者
・
地
域
・
教
職
員
の
顔
が
よ
く

見
え
る
な
ど
）を
活
か
し
て
、一
人
一
人
を
大

切
に
し
た
温
も
り
の
あ
る
教
育
実
践
が
な

さ
れ
、今
の
子
ど
も
た
ち
の
課
題
で
あ
る
自

尊
感
情
も
確
か
に
育
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
特
に
地
域
と
の
連
携
で
は
、避
難
訓
練
時

の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保・見
守
り
は
も

ち
ろ
ん
、教
職
員
と
の
合
同
防
災
学
習
、田

植
え・芋
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
の
ご
支
援
な

ど
、学
校
教
育
活
動
に
対
し
て
多
く
の
場
面

で
貢
献
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。昨
年
度
は
こ

れ
ま
で
の
学
校
・
地
域
に
よ
る
協
同
の
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
、厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。ま
た
、神
祭
や
敬
老
会
、芸

能
祭
、学
習
発
表
会
な
ど
の
際
に
披
露
さ
れ

る『
手
作
り
太
鼓
演
奏
』や『
伊
尾
木
銭
太

鼓
』で
は
、そ
の
取
り
組
み
を
上
級
生
の
教

育
課
程
に
位
置
づ
け
、地
域
の
人
が
子
ど
も

た
ち
に
練
習
か
ら
本
番
ま
で
の
指
導
に
熱

心
に
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。本
番
で
は

多
く
の
人
た
ち
に
感
動
を
与
え
る
素
晴
ら

し
い
演
奏
披
露
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、多
く
の
地
域
で
下
火
に
な
り
つ
つ

あ
る
地
域
の
伝
統
芸
能
を
伊
尾
木
で
は
、地

域
の
方
々
が
子
ど
も
た
ち
を
上
手
に
導
き

な
が
ら
、し
っ
か
り
と
伝
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。こ
う
い
っ
た
地
域
を
あ
げ
て
の
熱
い
思

い
や
関
わ
り
に
よ
り
、伊
尾
木
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
は
素
直
に
明
る
く
元
気
に
育
っ
て

い
ま
す
。子
ど
も
の
数
は
少
な
く
て
も
、一人
一

人
に
関
わ
る
大
人
の
数
で
は
他
に
負
け
な

い
伊
尾
木
の
姿
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。伊
尾

木
小
学
校
は「
地
域
あ
っ
て
の
学
校
」だ
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら

も「
学
校
あ
っ
て
の
地
域
」と
多
く
の
人
に

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、た
く
さ
ん
の
取

り
組
み
を
通
し
て

伊
尾
木
小
ら
し
い

〝
温
も
り
や
元

気
〞
を
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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赤
野
小
学
校

地
域
と
共
に
あ
る
学
校
「コ
ミ
ュニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
」へ
は
じ
め
の
一
歩
　

　
本
校
の
朝
は
、

子
ど
も
た
ち
の

明
る
く
元
気
な

あ
い
さ
つ
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。晴

れ
た
日
の
運
動

場
で
は
、上
級
生

が
下
級
生
に
優

し
く
声
を
か
け

て
一
緒
に
遊
ん
で
い
ま
す
。教
室
で
は
、さ
な

ぎ
か
ら
蝶
に
な
る
瞬
間
を
息
を
の
ん
で
見

つ
め
た
り
、楽
し
そ
う
に
お
し
ゃ
べ
り
し
た

り
、本
を
読
ん
だ
り
・・・
。こ
ん
な
素
敵
な
子

ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
更
に
輝
き
、元
気
と
笑

顔
の
溢
れ
る
学
校
で
あ
り
続
け
た
い
と
い

う
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
1
年
生
と
6
年
生
が
単
式
学

級
、2・3
年
生
と
4・5
年
生
が
複
式
学
級

で
、全
校
児
童
は
38
人
で
す
。
児
童
数
が

年
々
減
少
し
て
い
く
中
、保
護
者
や
地
域
の

皆
様
が
学
校
の
応
援
団
と
し
て
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
多
く
の
ご
支
援
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
事
が
赤
野
小
学
校
の
強
み
で
す
。

　
そ
こ
で
、今
年
度
は「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク

ー
ル
」（
今
あ
る
地
域
と
の〝
交
流
〞を〝
参

画
〞へ
、つ
ま
り
、地
域
の
人
に
計
画
段
階
か

ら
参
加
し
て
も
ら
い
、学
校
と
共
に
子
ど
も

の
健
全
育
成
を
め
ざ
す
学
校
運
営
協
議
会

制
度
）を
導
入
す
る
た
め
の
推
進
委
員
会
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
5
月
か
ら
保
育
園
児
と
芋
の
苗
植
え
、1

年
生
の
生
活
科
で
の
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
、平
和

の
折
鶴
、チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
地

域
の
方
々
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
計
画
し
、

一緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
か
ら
は
、「
関
わ
り
合
う
中

で
、子
ど
も
の
方
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
ち
ら
も
子
ど
も
の

顔
と
名
前
を
覚
え
て
声
を
か
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
。こ
れ
か
ら
は
あ
い

さ
つ
運
動
も
一
緒
に
参
加
し
た
い
」と
い
う

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
皆
様
の「
子
ど
も
の
た
め
に
何
か
役
に
立

ち
た
い
、関
わ
り
た
い
」と
い
う
熱
い
思
い

を
力
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
」へ
の
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。子
ど
も
を
大
切
に

思
っ
て
く
れ
る
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の
後

ろ
姿
を
見
て
、子
ど
も
た
ち
も
ず
っ
と
赤
野

へ
の
思
い
を
持
ち
続
け
て
く
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
に
は「
わ
か
っ
た
、

で
き
た
、人
の
役
に
立
っ
た
」と
い
う
小
さ
な

日
々
の
体
験
を
た
く
さ
ん
積
ん
で
、自
分
の

こ
と
や
赤
野

の
こ
と
を
も
っ

と
も
っ
と
好
き

に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い

ま
す
。

伊
尾
木
小
学
校

「地
域
あ
って
の
学
校
、学
校
あ
って
の
地
域
」を
合
い
言
葉
に
！

　
本
校
は
児
童

数
42
、学
級
数
5

（
単
式
2
、複
式

2
、特
別
支
援
学

級
1
）と
い
う
小

規
模
・
複
式
校
で

す
。
ま
た
、来
年

度
は
更
に
児
童

数
減
に
よ
り
全

て
の
学
級
が
複

式
学
級
と
な
る
い
わ
ゆ
る
完
全
複
式
校
と

な
る
見
込
み
で
す
。本
校
の
よ
う
な
小
規
模

校
で
は
そ
の
良
さ（
①
個
に
応
じ
た
き
め
細

か
な
教
育
が
で
き
る
。②
地
域
の
人
材
・
資

源
を
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
く
活
用
で
き
る
。③

児
童
・
保
護
者
・
地
域
・
教
職
員
の
顔
が
よ
く

見
え
る
な
ど
）を
活
か
し
て
、一
人
一
人
を
大

切
に
し
た
温
も
り
の
あ
る
教
育
実
践
が
な

さ
れ
、今
の
子
ど
も
た
ち
の
課
題
で
あ
る
自

尊
感
情
も
確
か
に
育
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
特
に
地
域
と
の
連
携
で
は
、避
難
訓
練
時

の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保・見
守
り
は
も

ち
ろ
ん
、教
職
員
と
の
合
同
防
災
学
習
、田

植
え・芋
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
の
ご
支
援
な

ど
、学
校
教
育
活
動
に
対
し
て
多
く
の
場
面

で
貢
献
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。昨
年
度
は
こ

れ
ま
で
の
学
校
・
地
域
に
よ
る
協
同
の
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
、厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。ま
た
、神
祭
や
敬
老
会
、芸

能
祭
、学
習
発
表
会
な
ど
の
際
に
披
露
さ
れ

る『
手
作
り
太
鼓
演
奏
』や『
伊
尾
木
銭
太

鼓
』で
は
、そ
の
取
り
組
み
を
上
級
生
の
教

育
課
程
に
位
置
づ
け
、地
域
の
人
が
子
ど
も

た
ち
に
練
習
か
ら
本
番
ま
で
の
指
導
に
熱

心
に
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。本
番
で
は

多
く
の
人
た
ち
に
感
動
を
与
え
る
素
晴
ら

し
い
演
奏
披
露
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、多
く
の
地
域
で
下
火
に
な
り
つ
つ

あ
る
地
域
の
伝
統
芸
能
を
伊
尾
木
で
は
、地

域
の
方
々
が
子
ど
も
た
ち
を
上
手
に
導
き

な
が
ら
、し
っ
か
り
と
伝
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。こ
う
い
っ
た
地
域
を
あ
げ
て
の
熱
い
思

い
や
関
わ
り
に
よ
り
、伊
尾
木
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
は
素
直
に
明
る
く
元
気
に
育
っ
て

い
ま
す
。子
ど
も
の
数
は
少
な
く
て
も
、一人
一

人
に
関
わ
る
大
人
の
数
で
は
他
に
負
け
な

い
伊
尾
木
の
姿
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。伊
尾

木
小
学
校
は「
地
域
あ
っ
て
の
学
校
」だ
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら

も「
学
校
あ
っ
て
の
地
域
」と
多
く
の
人
に

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、た
く
さ
ん
の
取

り
組
み
を
通
し
て

伊
尾
木
小
ら
し
い

〝
温
も
り
や
元

気
〞
を
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。



部　門 講師(審査員) 日　　時
日本画 荒木 陽一 11月 8日 ( 土 )10 時～
工芸彫塑 西邨 滋 　　〃　　　11時～
洋　画 笹岡 義彦 　　〃　　　13時～　　
写　真 津野 廣幸

反田 浩昭
11月 9日 ( 日 )13 時～

書　道 濵田 尚川 　　〃　14時 30分～

日 曜 11月の主な行事 時　間 場　　所

１

２

８

１０

１５

１６

土

日

土

月

土

日

日

阪神タイガース秋季キャンプイン

清水ケ丘中学校吹奏楽部定期演奏会

第60回市展　一般作品展示（～14日）

特別企画展『無鑑査展』

安芸市戦没者追悼式

第60回市展　小中作品展示（～23日）

市立安芸中学校吹奏楽部定期演奏会

市制施行60周年記念イベント
『ゆったりキラキラ星空浴』

連携企画展
「博物館の動物たち」（～11／30）  ９ ：００～１７：００

１４：００～

 ９ ：００～１８：３０

 ９ ：００～１8：3０

１３：３０～

１７：００～１９：１５

 ９ ：００～１８：３０

１3：3０～

歴史民俗資料館

安芸タイガース球場

市民会館

安芸市体育館

安芸市体育館

市民会館

内原野体育館集合

安芸市体育館

市民会館

平成25年度決算報告
安芸市議会行政報告
東部博プレイベントを開催
安芸高3年生が仮装行列
第60回市展作品を募集

０２
０４
０６
２３
２４
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『ハッピーハロウィン！』
10月18日、市内の子どもたち約60人が、ハロウィン（31
日）にちなんで土居廓中地区を仮装パレードしました。
英会話教室を開く大野サラさんが7年前から開催。子ど
もたちは思い思いの衣装を身にまとい、軒先で「トリック 
オア トリート（お菓子をくれなきゃ、いたずらするぞ）」と
声をかけて住民からお菓子をもらい大喜び。ALTの先生
らと英語で交流するパーティーも開かれ、楽しい時間を
過ごしました。

緊急地震速報の訓練放送を行います
　11月5日の「津波防災の日」に合わせて、防災行政無線
を使った緊急地震速報の訓練放送を行います。緊急地震
速報のチャイム音などが流れるのでご確認いただき、各家
庭や職場などでの訓練にもご活用ください。
＊テレビやラジオなどでは緊急地震速報は放送されません。
＊気象状況などにより訓練放送を中止する場合があります
▼と　　き　11月5日（水）10時頃～　
▼放送内容
　「こちらは安芸市です。ただ今から訓練放送を行います。
（緊急地震速報チャイム音）
　緊急地震速報。大地震（おおじしん）です。大地震です。
これは訓練放送です。
　緊急地震速報。大地震です。大地震です。これは訓練放
送です。
　緊急地震速報。大地震です。大地震です。これは訓練放
送です。
　こちらは安芸市です。これで訓練放送を終わります。」
■問　危機管理課☎37・9101


